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染織遺物の研究
Ｉ組織学的考察
１－１総説
まえがき
1971年よ
土した。そ
ア地方で，
り1977年までの５次にわたるアノＩ タール遺跡の発掘において，断片的ながらも多数の織物遺物が出
最も腐敗しやすい動物蛋白の繊維からなる織物であった。冬には雨期になるメソポタミその殆んどは．
ﾗな紀元前後の獣毛織物が保存さオ とは驚異的である。このよ していたこ
ｌノ
ラクカ､ら持ちだされたこｵｎらの織物遺物を燥蒸し た後の資料について，洗浄、整理，調査研究を行った。そ
類と，織物組織外の特色あるものの類別に基づいて，全資
成．材質上出土量も多く，アル・タール出土品中一般的な
イ
の調査結果については，織物の構成，材質上からの分類と，
科のデーター一覧表を作成している。その中から，構成，
別別できるものの多く を柚さらに紋様を有する遺物でそ０)モチーフが』またユニークな構成を有するもの，もの，
出し， 写真とともに調査結果を巻末に掲載した。
なお，本文中の資料番号は，巻末集成の番号タール出土染織遺物の総括的な報告である。この報文は，アル・
である谷
(1)染織遺物の概況
アル・タール遺跡から出土 した織物遺物の約4,000点は， 非常に小さい断片的な織物が殆どであ LPには
比較的
Ｃか，
埋葬と思われる人骨を包んだ， Ａ丘のＦ４，Ｆ６洞，Ｃ丘のＣ１２，Ｃｌ６，C17iliiIなどの出土遺物からは，
の章ではこれらを構成，材質，特色などの点から類別し，概況を述べる。大きな織物も児られている。こ
１）織物構成上からの類別
織物は腐敗して散在すると，断片的な各資料が元来同一物であったかどうか，つぎの各点から非常に見わけに
くい。
①織物は平面物であるため。切断されると．その位置する
他の立体的な遺物と異なり決めところが， られない［
②すべて手作りのため，糸を紡ぐ，織物を織る段階ですで
に一枚の織物でも，部分的な不均一性がある。
③長い年月を経ているので，腐敗の程度が，材質の形態変
化と共に，
部分によ
分子構造上の変化から来る色， 表面状態など，
ってかなり異なる。
それ故，これら多数のものを類別し，さらに織物がlﾛ1種類あ
るかを示すことは困難であるが、 可能な範lJl1で概略類別した
それをまとめたものは表１である。Ａ丘とＣ丘に大別し，各洞
から出土した穂頬の数を示している。1種類の中には資料１点
ﾗに,同一種類の織物と思われるもののものと，図１－１に示すよ
を集めると，断片が多数）|析片が多数見られるものとがあるく 図１－１同一織物と見られる集合の例
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Ｃ７，Ｃ９，Ｃ１ＬＣ２６は表面採集である。
Ａ織物組織からの類別
Ｆ交錯している状た項目である｡織物組織とは,たて糸とよこ糸が規則的に}表１－１のαは織物組織より類別し
平織物を除いては，
全織物遺物類別で
斜子織，綴織，パイル織のものがあるｃ態を言うが，その違いにより，平織，斜文織，畝織，斜一
各々の組織内で種類がある。圧倒的に多いのは平織物で， いずれの洞窟からも数多く出土し，
畝織物は平織物についで多く出±し ているが，たて畝織図（1-5)が約50％を示している。斜文織物は数少なく，
殆どで，単独で畝織物のものの他に，平織
えばNo.225）綴織で織糸を替えるときの境
ﾙ織物の地組織が畝織物の場合(例と連結のもの(例えばNo.164),パイ
（例えばNo.179）などにも畝織組iｉも畝織組織は使われている。
わずか３点しか見られていない。平織物からの変化組織で簡単な組織であるが，斜子織はマット織ともいわれ．
で特色あるモチーフをもった織物がつくり上げられている。平織，畝織に綴織は先染めの色糸で織り上げること
跡遺 仏織物組織よ
織| 織1,,徽織 ７識 縦
ｂ･ り>他より
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ついで多いのはパイル識で． 他の種別の織物に比べて織糸が太いためか， 種類が多く見られると共に，同一のパ
イルの断片と見られる数も多く残っている。
Ｂ組織以外からの類別
前項の織物組織からの類別の他に、 耳，刺しゅう，紐，マットに類別して資料を整理した｡
アルタール出土織物の耳部分のたて糸本数が,３本乃至数本を一緒Ｉ 耳部分が厚くしっかりしている。二組織して。
織組織がわからない程だが，耳部分だけ残されたものがあり，これを類別他の部分は全く腐敗して，そのため，
上項目を耳とした。
織物の上に刺しゅ うされたものはこの種の顕著な〈，No.253の卍型が刺しゅがほどこされているものは珍し
ものである。
たもの（例えばNo258).織幅を狭く紐状に織ったもの（例えばNo.257）紐は太い糸が束ねられて三つ編みにし
の２種類があるｃ
グサかと,思われる糸を織I')込んだゴザ状のものでありゴザはたて糸に獣毛の杢糸を用いて， よこ糸にはイ
部飾りのために，獣毛の色糸をよこ糸にして織り込まれたものが残っている（例えばNo.265)。
Ｃその他
とくに比較的大きなパイル織物が残されてぃ中のその他に示されたものは繊維の塊糸の断片などで，表１－１
'fイル糸が織物から切れて近くに散在したと 思われる糸の集合物が残っている。る近くには，
２）材Ｉ質
織物があり， 紺は一点も出土していない。そクール出土織物の殆どは獣毛織物で， ほんのわずかな麻と綿アル
グサかと思われるものであるｃの他はゴザに用いられているイ
3）特色
ﾙ出土の染織遺物を総括的に兄るとつぎのような特色が見られる。アルダー
出土織物の殆どが獣毛織物である。Ｕ旬
して残っていて，その中にモチーフも豊かな特色埋葬と思われる人骨を包んだ織物が比較的大きな布状と
ある織物が残されている。
③綴織によるポートレートが織り出され，そｉ
われるものがある。
④たて糸始末として，たて糸を直角に曲げ，‘
⑤よこ糸の打込みがたて糸密度より大きい。
⑥繊細な繧綱がある。繊維を異なる色に染め，
それが比較的大きい織物にワッペン状に縫い付けられていたと恩
数本束ねながら撚って耳をつくる。よこ糸に添わせ，
少しずつ混紡の割合を違えた糸を紡ぎ， その糸で平織に織っ
て繧燗をつくり上げている。
万パイル織物の結びの種類は少なくとも７種あり，結びが多様であるばかりでなく，綴織で階段模様をつく
ﾙ織物に続けて他のモチーフを持つ織物を織り込んだりながら，パイル糸を織り込んだり（No.222)．パイ
ものがある(例えばNo.224)。また，ゴザ織物にも類似のものがある［
織り,'Ⅱした比較的大きい|状毛織物が出土しているB）紫色に染めた糸で．Ｈ ＬＨ字形などの紋様を
縫いの技術は、太い糸を用いて粗く縫われたり，まつられるな織りの技術はかなり精巧であるが，(9)染め．
ど，かなり稚拙である
ﾌーフィターン１１９８０1２
α 柵帛
No.1３ Nool2 NDB No.267
６亜麻
No.３ No.］
ｃ上ツジ
No.218 No253 No.274
‘ラクダ
No.122 No.259
図１－２繊維
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（２）繊維の種類と経年変化状態
２）
よれば，古いもの'よ紀元前糸勺500年から紀元後約400年のタール出土織物は放射性炭素法による年代測定にアル
獣毛織物が殆どであるため．間に入るものである。 その傷み方もはげしい。
織物を構成している繊維の材質と． 経年変化に伴う変化状態を調べるためにピンセットで繊維を引出し，試料
をつくり，光学顕微鏡（ＶＡＮＯＸ〈オリンパス>）で拡大してよく観察する
１）繊維の種類
Ａ綿
図Ｉ－２ｑはいずれも綿で，綿特有の扁平なよじれがはっきりしている。
多いＮｏ．12,よじれが不均一なNo.267というように，現代の綿の側面形態’
と共に顕微鏡写真に撮影した。
比較的よじれが少ないNo.13. よじれが
１２，よじれが不均一なNo.267というように，現代 綿の側面形態に見られるま、の形状を与えている。
しかし，表面に付着している異物があり，No.８は先染め糸によるチェックに織られた平織物であるが，染料によ
ギｅヤ
No.4２ No.4５ No.124 No.148
！
ノロ （
No.4３ No.143
ｇ髄のある毛
の種類 No.176 No.227 No.265
フーフィダーン１１９８０1４
る全体の着色状態と思われる黒ずみが表われている〔 ､に挙げた綿繊維はいずれも異なる洞窟から出土した平之
織物である。
Ｂ麻
麻繊維からなる織物はごくわずかであるが出土している， いずれも極く小片で綿織物や獣毛織物に比較して，
ている。しかし図１－２６に見られる
１は特に明確である。繊維の周囲に
見かけの外観はそれぞれかなり異にしあり，洞窟を異にして出土しておい
ようにNo.３，No.’共に亜麻と思われ，
はうイブリル化した様子が見られ，I
り．No.１は特に明確いずれも麻の特色である節があ
これは長い経年による自然の切断状には非常に短かい麻繊維があるが，が見られ，Ｎｑｌ
態を示していると思われる。
Ｃ獣毛
現代のこの地方のこれらの繊維を獣毛織物にはヒツジの毛，ヤギの毛，ラクダの毛，ロバの毛などが見られ，
取し，顕微鏡下で観察，対比しながら調べた。採
α）ヒツジ スケールが他の獣毛織物この種のものが大部分を占めている。図Ｉ－２ｃはいずれも羊毛繊維で，
に比較して，かなりはっきり見えているが，新しい羊毛と較‘
消えている部分もあるが，明らかに羊毛であることがわかるに
新しい羊毛 べると， 長い経年によってスケールが甘く，
織物が出土した周囲の堆積物を顕微鏡下で
スケールが見られる繊維の小片が無数に含まれている。見ると，
6）ラクダ 西アジアに棲息する一瘤のラクダの毛は，羊毛のようにスケールがある。しかしそのスケー
羊毛繊維のように明確ではない。羊毛繊維の経年によるスケ
ダの毛券指摘す石こしは難しい･図１－２‘のNo.259は糸を三
い繊維でもその存在は見られるが，ルは新し
－ルの不明確さとの差がわからないのでラクダの を ることは難しい。
つ編にした紐の繊維であるが，顕微鏡下の様子で、 ラクダの毛ではないかと`思われるが‘ 定かではない（
もう-クダの毛ではないかと思われる顕微鏡写真であるｃNo.１２２
表面にスケールは認められず，よじれのc）ヤギ I-2eの各繊維は顕微鏡写真より山羊の毛と見られる。園’
しては羊毛織物と視覚的にはほとんど区別できないかような凹凸状をなしている。アル・タールの織物と
密度が最も大きいので．山羊織物と しての特性を示しているのかと ｉｔ｣考えらNo.42はよこ糸がかなり細くⅧ
れる゜
｡）ロバ図１－２/はロバの毛でスケールはない。 No.43は全体がロバの毛からなる平織物であるが， 繊維が太
明らかに羊毛織物と区別できる。<，硬いので。織物になってからも粗剛で， ロバの毛はｗｏｏｌではなく，
つの織物の中に織り込んだ例である［hairであることが明らかにわかる。No.143は，羊毛とロバの毛を
黒の糸はロバの毛であり，他の黄土色，赤い各糸は羊毛糸であり， 視覚的にも区別できる（
、その他
図T-2gはそれぞれ繊維の中央部に髄と見られる周囲と異なる組織をも つ繊維である。No.176には明らかなス
No.265はゴザであり共に太いたて糸に便ケールがあり，No.227,Ｎ0.265にはス
ている、西アジアに現在いるα)～e）
No.265にはスケールはない。No227はパイルで，
までの各動物の体の部分の繊維観察では,このよ うな繊維はみられていない（
長い経年によって出来た現象かは不明で，このような繊維中央部に組織の差の部分が見られているのか，兀ﾕ々，
今後の課題として調べたい｡
２）杢糸の材質
色の異なる２本の糸を撚り合わせた糸を杢糸という。アル・タール出土織物中には，たて糸に杢糸を用いた幟
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No.223 No264No265
。図１－３杢糸の繊維
物が出土している。やや厚い織物（例えばNo.50）のたて糸，殆どのパイル織物とゴザ織物のたて糸は図1-3に
示すような２種の材罎質でつくられた杢糸を用いている。２種とも獣毛で，その－種は羊毛であるが，他方は，ラ
クダ，ヤギ，ロバなど， 必ず、しもつねに同一材質とはかぎらない「 その場合も羊毛が淡色に対し， 他方の獣毛は
儂色が用いられているので，見かけ上の色違いで杢糸になっている。羊毛を全体に用いる糸より強くなり，とく
に太いので，可紡性の大きい羊毛を用いなくても糸になる。また，硬い糸ができるので，このような材質２種を
撚り合わせた杢糸を用いたと思われる。
（３）織物遺物の構成
ここでは繊維から糸をつくり，糸が平面体である織物になる構成について述べる。
１）構成要因
Ａ織糸の構成
アル・タール出土織物はみな短繊維（staplefiber）からなり，連続繊維（filamentfiber）である絹はない。
短い繊維を糸にするためには，撚る必要がある。短繊維の獣毛でもかなり長い繊維がつかわれたと思われるよう
当然繊維の切断が見られているため無意味なな細い糸が見られている。繊維長を測定することは古代織物では，
ので調べていない。
平行に繊維束を細く引出し,紡錘に連結,紡錘車をコマのよ短繊維を糸にするためには，繊維塊からなるべく 可
。この過程を糸を紡ぐという。にまわすと，その繊維束に撚りがかかり，
糸の構成については，α）撚り方向，
調べた。
α）撚U方向糸の撚り方向は図１－
６）撚U数一般に糸の撚り数を側
できた糸を紡維に巻き取って行く
川撚り数，ｃ）撚り合せ構成，‘）見かけの太さの４項目について
糸の撚り ４に示すようにＺ撚りとＳ撚りが，
一般に糸の撚 測定するときは，一定長さを固定し，
とＳ撚りがある。
撚り方向と逆方向に解撚し， 単位長
古代織物の調査に当ってはそれはさ当りの回転数で示すが， 不可能であるた
め，糸を解撚することなく，１cm間の見かけの撚り数で示した。
c）撚U合せ構成短繊維を－度撚り合せてつくられた糸を単糸とい、，さら
に単糸２本を撚り合せた糸を双糸という。また，単糸を３本，４本撚り合せ
て太い糸を構成して行くので，その撚り合せ状態を調べた。
｡）見かけの太さ短繊維から成る糸の太さは，単付重量当りの長さの比で表
わされるが，長い糸を採ることが困難であるばかりでなく，汚れや，腐敗が
Ｓ撚ﾄノＺ撚り
（右撚ﾄﾉ）（左撚Ｕ）
図１－４糸の撚り方向
ラーフィダーン１１９８０1６
厳しいので，重さを測定することは意味がない。そこで読取顕微鏡で見かけの太さを測定した。手紡ぎの
たは側不均一性と経年変化により太さのばらつきは大きい。 目立って顕著なものは測定を繰返し平均値ま
定値そのままを示した。
Ｂ織物の構成
織物はたて糸とよこ糸が上下交錯してつくられるが，その構成要因としては，α）組織６）糸密度，ｃ）カ
ーファクターが挙げられる。バ
α）組織 その単位を組織図に示す(図1-5）織物は一定の規則に従ってたて糸とよこ糸が交錯しているが，
こある所を黒， たて糸力『よこ糸の下にある所を白で示しているが， その最小単位を
且織）は地組識の
たて糸力§よこ糸の上Ｉ
完全組織という。織物はこの完全組織の繰返しによって織られる。とくにパイル（添毛組織）
たて糸とよこ糸の他に，パイル糸を織り込むが，後述するようにそのパイルの結び方が種々あり。織り状
態を模型化した拡大図で示した (図１－１２ｋ
6）糸密度織物を織るとき，糸の種類，
り込まれる糸の本数で示す。糸密度の：
組織と共に重要な構成要素として糸密度がある。 単位長さ間に織
本数で示す。糸密度の大小は織糸の太さと，よこ糸は織るときの打込みの強弱によって違
って来る。糸密度の大小によって織物が粗密になり，織物の厚さ，硬さなど，基本的な性能が異って来る。
c）カバー。ファクター 織物の織糸の太さとその糸方向の糸密度を掛け合せたものをカバーファ クターと
いう。したがって，
バーファクターが
同じ太さの織糸で織られた織物でも糸密度が異なると カバーファクターが異なり，力
大きいと被覆度が大となり小 さいものより通気孔が小さい傾向を示す。
Ｃ染め
古代より人間が着装する被服，生活の中での敷物，飾り物として，織物を美しくつくるため，染めが行なわれ
て来た。獣毛は多種多色をなしているが，白から黄土,茶,黒系統で,青，紫，赤，緑系は少ない。したがって植
物，貝，動物の血，尿などによって染液をつくり染めて来た。
繊維塊と糸状での染めを先染め． 織物になってからの染めを後染めというが，アル・タール出土の織物の縞，
格子，ポ藝間，綴織共に先染めによって行なわれている。
Ｄその他の構成要因
以上の各構成要因以外にも織物の重さ， 大きさなどがあるが，織りの技法によって，また用途によって，或る
a平織 b斜文織 c畝織 ｡斜子織
熱 蕊涛 瀞 爾嘱蓬号′号ノ鎌 uｑ たて畝織〕毎 恥蕊 緑
号、号、よ二畝織
図１－５アルタール出土織物組織図
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図１－６構成要因平織物（麻）
遺物のため，調べることは困難である。現状に残された状態の程度規制を受けて構成されて来ると思われるが，
大きさを概略示した。
その他，織物技法としての耳については，織物のｌ
の構成について調べた。
また，縫いや用途などについての問題点もあるが，
２）構成より見た概要
織物の幅を示す耳ばかりでなく， たて糸始末としての耳があり，そ
ほとんどが断片の遺物であるためそ の調査は非常に難しい。
ｌ)で述べた織糸と織り構成などについての調査結果は，総目録として別にまとめている。そのうち主な資料に
ついては巻末に掲載した。
図１－５は，アル・タールから出土
なるとその外観はかなり異なる。
した遺物の主な織物組織図である。 同じ組織でも，織糸の構成や密度糸が異
Ａ平織物
先にも述べたように， 材質が麻のもの（10数点）を除いては綿と獣毛とか織物遺物の約50％が平織物である。
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図１－８構成要因平織物（毛）識橇成
ラーフイダーン１１９８０2４
図１－６に麻の平織物の構成を示す。麻の織糸はいずれも単糸で，たて糸，よこ糸は同じ太さ，撚り数のもの
を用い，織るときは，よこ方向の方が打込みが大きく，従ってカバー・ファクターもたて方向より，よこ方向の
方が大きい。
'よ綿の平織物について示されている。 (ａ）（ｂ）（ｃ）（。）は発掘第３次までのまとめであり，（ａ）（b'）
】る。織糸の撚り数．太さ共に全体に同じ傾向だが，撚り数の
図１－７
(ｃ′）（。′）は発掘第４次，５次のものを示している。
(ｂ′）が（ｂ） 糸の見かけの太さは麻糸は0.5ｍｍ～1.0ｍｍの範囲を示してよりやや大きいものが見られている。
いるのに対し，綿糸は0.15ｍｍ～0,75ｍｍの範囲に集中し，綿糸の方が麻糸より細い。撚り数は逆で細い綿糸の方
が麻糸より大きい傾向である。
織物構成の糸密度は（ｃ）に （．綿織物の方が麻織共に|可一傾向で麻織物より綿織物の方が糸密度は大き
たて方向とよこ方向の差が小さい。物より，
に比較し
綿の平織物は織糸の太さと糸密度はたてとよこの差が共に他の織物
ターもたて方向とよこ方向の差が小さいのが特色である。て小さいので，カバーファク
図１－８は獣毛の平織物の場合を示している。 a）（ｂ）（ｃ）（。）は発掘３次まで，（ａ'）（ｂ'）（ｃ'）（｡リ
ミの撚り数は（ａ）（ａ'）共に同じ傾向で獣毛織糸は明らかにた'よ発掘４次，５次の遺物について示している。している。織糸の撚り数は（ａ）（a）共に同じ傾向で獣毛織糸は明らかに/
しかしわずかであるがよこ糸の方がたて糸より撚りの強い平織物もある。て糸がよこ糸より撚り数が大きい。
撚り構成と してはたて糸が単糸でよこ糸が３本撚り糸のものが兄られる。 見かけの太さは細い０．２２ｍｍから太い
よこ糸の方が太い傾向が見られるのは，たて糸の方が撚り数が大きいを越すものまで非常に種類が多い。３ｍｍ
ので，同一番手の糸であっても，見かけの太芒
太さは大きくなる。古代の織物でも現在と同Ｌ
当然このような傾向を示している。とくに獣斗
見かけの太さは撚り数の小さいよこ糸の方が繊維の広がりが 見られ､ 見かけの
たて糸は製織''１の張力にも耐え， 強くなくてはならないので，
ていたことは，繊維自身が
〈，
毛は崇高で，
細く，長い獣毛が採取されていたことを示していると考え
織物構成としては，（ｃ）（ｃ′）、（ｄ）（ｄ），共にごく
毛は崇高で，細い糸がつくられ，使われていたことは，
ている られる。
わずかな例外を除いては殆ど同一傾向を示し ている｡
たて方向よりかなり大きいことである。織糸の見獣毛の平織物の特色は，
かけの太さがたて糸よ
よこ方向の糸密度が同一織物の中で！
上りよこ糸の方が太い｛頃向なのでカバーフ アクターは図１－８の(ｄ）（ｄ'）に見られるよう
ずかカバーファクターが小さい部分で，よこ方向－８（。）中に，わずかカバーファクター
カバーファクターが10ｍｍ以上を越すことは，織糸の太さに１cm間の
によこ方向が非常に大きくなっている。図１－８（。）中に，
よりたての方が大きい織物も兄られている。
拶りが甘いと組織点と組織点間糸本数を掛け合せたものであるため． 糸が重なり合っていることを示している（
現代の機械生産の織物はたて糸に撚りの大きい強い糸を用いることは部分は広がった織糸でおおわれている。の
この点ではアル・タールの織物と構成殻の織物はたて方向の方がよこ方向より密度が大きいので，同じだが，
紺織物の和服地はよこ方向の方がたて方向より打込みの多い織物が見らにおいて異なっている。 しかし現代でも
上では対応する傾向かとも考えられる。り紺織物に憐成タールの獣毛織物は現代の毛織物よれるので，アル・
Ｂ斜文織物
れている。その組織図を図Ｉ－５ｂに示した。しか
か￣テベの区別がつかない。４枚斜文と３枚斜文で，
タール出土の織物の中には斜文織物がわずかに合まアル。
し経年のため表裏がわからないのでニョ /か２２１、'二丁／ -＝２
これ以上組織数の多い斜文織は,{'1,ていない。
Ｃ畝織物
畝織物は平織物に次いでアル・タールの織物遺物に多い。材質はみな獣毛で，組織は図１－５に示すたて畝織
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交錯して織られるが平織より能率がが殆どである。よご糸を２本引き揃えて，1本おきにたて糸と上下
錯点の減少から，平織物より柔らかくなる。
図1-9にその構成を全体にまとめたが,わずかな例外を除いては（ａ),（ｂ),（ｃ),(ｄ）と（ａ７，’
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と し二 ま 刀と 。。=
ば変わらない。獣毛織物なので，撚り数，見かけの太さ共に平織物の織糸とはほと士'三 太し 力 左さ 、,） ナ1m￣/」 ￣
例外的に太い糸が平織物に較べて少ない《ウ 太 なさで 刀 ．、里
たぬよこ糸密度がかなり大きい。織り構成の糸密度は平織物とは異なり， 二糸が２本引き揃えて組織される 力リア ＝異 め二に し よの つ刀 凸 〔
従ってよこ方向のカバーファクターも大きい。
Ｄ斜子織物
図１－５．に斜子織組織図を示したが，アルボ
Ｅ綴織物
犬 髪力 夕７
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を変えながら織って行く。 図１－１０ lよその構成の概要を示している。夢 ）FＬ つ し
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分結びとこのいずれにも属さない両面パイルでこの区 からＡ，Ｂ，Ｃで示した。パイル糸のイ Ａ十 ｈ ざ 力 糸 本イと 数 地組織の種iｆ 類｣、
(平織と畝織),地組織の段数などはそれぞれ異なる。そ る１） Ｌ
表1-2にはパイ ルの出土状況を結び組織別に示したが出』』 (結び組織が確認できたものだけを示している)、土 丘（ き tｊ 揮 ＡＦｆとＣ〔 で て汀（
丘には殆ど同一組織のものが出土している｡図1-12(A-1）と（B-2）の型のパイルが数多く出ている。
Ｇその他
殆 出も !Ⅱる とて ノＬジ
そ
Eな織物構成を組織別に見たが，以上，1 且 l組織だけでなく，平織と畝織（例えは見 No.４),綴織と他の組織（例え
てつくられた織物もある。
のL戸足 'し
ばNo.196)，パイル織で綴織（例えばNo.222）等のよ
３）織物の耳
綴 に２組織が連結または共Ⅱし ■■■ｎに■ し iも ユ■ま １－－）フ Ｌ
－ル出土織物遺物の特色の一つに耳作りがある。刀ア 夕 力し｡ -つ ｡/）Ｖ
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表１－２ パイル織物の出土状況(結び組織別）
丘 洞窟 Ａ－１ Ｂ-３Ａ－２１Ｂ－ｌ Ｂ－２ Ｃ－１ Ｃ－２
Ｄ７ ３
Ｅ２－ｌ ’
Ｆ３ ワ ３
Ｆ４ ２
Ｆ５Ａ ７
Ｆ６Ｒ１ § １ １
Ｆ６Ｒ２ ５ １ ５
Ｆ６Ｒ３ ４
Ｃ９
Ｃ１２ １
Ｃ
Ｃ１６ １ ２ １ １ １
Ｃ１７ 1 ワ
小計 ２６ １ １ １1８ 2］
総計５０
Ａよこ糸による耳
一般の織物の耳は整経したたて糸に， よこ方向を直角方向に通（ こて糸と上下交錯しながら織り込み， 端の
たて糸の所で， よこ糸を折り返すために耳が構成される。 現代の織物の耳はほんの－部 毛織物では耳部分のた
て糸の材質を同じ毛ではなく 綿糸やレー ヨン糸を用いているものがあるが， その構成は耳でない部分と糸の構
戊などは大きく違っていない。しかし，アル. タール出土織物は耳に近いたて糸は 2本乃至数本の同じたて糸を引
〕る（例えばNo.52,Ｎ0.190)。き揃えてよこ糸と交錯するため‘ 耳部分が厚くなり，耳以外の所より強くなっている
Ｂたて糸による耳
タール出土織物遺物の大きな特色としての耳作り にたて糸による耳作りがある。 たて糸による耳作りは
で“たて糸仕末の耳”
アノＩ
他に見られていない。この耳はおそらく， たて糸を始末するために作られたと,思われるの
と称することにする。図1-13は太い紐を使 を示す模型である。わかりやすいため､った耳作り たて糸の色を４本ず
うに直角にまげ，数つ変え，織り始め，または織り終りのたて糸を或る長さに切り，よ
本ずつ束ねながら撚って行って耳をつくる。織物文様のモチーフな
よこ糸方向に平行になるよ
どから左が表で右が裏と思われる。 No.５は綿
織物の場合であり， No.147やNo.60は毛織物の場合である。
たて糸仕末の耳がわずか残っ ていたために織物遺物の長さ方向の大きさがわか った例もあるので (例えば
N0203)，このたて糸仕末の耳づくりは，織物の調査。研究上，貴重なものと言える（
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裏表 図１－１３たて糸仕末の耳(模型）
（４）染織遺物の紋様
タール出土織物遺物のほとんどは獣毛織物であるため， 断片的をものが多く，紋様が残っていても完全ア几
なモチーフを得られるものは少ないが，紋様の形成方法と，
１）紋様の形成
その紋様のモチーフについてまとめる。
織物遺物の紋様形成方法には， ①織り，②染め，③刺しゅう，の３種があるが，染めによるものと刺し
織りによって紋様がつくり出されたものがほとんどである。ゅうによるものはごくわずかで，
Ａ織りによる紋様
これには．①繧綱②縞繊維を紡いで糸をつくり，
と格子③綴織④パ
その糸で織物を織る過程で紋様を形成する方法である。
③綴織④パイル織の４種がある。
繧綱は濃い色から淡い色に、α）繧綱 Ａの色からＢ の異なる色にとぼかしのよう に色が移り変る紋様をい
タール出土織物中にはこの繧綱織物がある (例えばNo.99)（う。アル
繊維の状態で２種の色に別々に染め，糸に紡ぐとき，少し
糸は一色の糸を用い・よこ糸の撚りを甘くして打込みを強〈
ずつ２色の繊維を混ぜる割合を違える。 たて
甘くして打込みを強くしながら，一つの色から次第に次の色の繊維
と，その表面は繧綱文様を織り出すことになる。No.196,Ｎ０．６２などを混ぜて紡いだ糸で平織に織って行く
’よ最も精巧な繧綱織物である。
6）縞と格子先染めの織糸を用いて，織りによって縞や格子の紋様をつくり出す。
タール出土の縞はみなよこ縞で， たて糸は同一の色の糸を用い， よこ糸に２種以上の色糸を用いてアル．
よこ方向に縞を織り出している。 縞の種類には図1-14に示すよう なものがある。
色糸をたて糸とよこ糸の両方向に織り込んで行くと格子の紋様が織り出されるが,図１－１４に示すような格
子の種類が出土している。
c）綴織 先染めの織糸で綴織の幟組織によって紋様をつく りだす方法である。アル・タール出土の紋様の
手法としては最も多くつかわれ， 殆どがこの綴織組織によって紋様織物は構成されている。
c－１）糸の交錯状態
るが図1-15に示す
－般の織物はたて糸が耳方向に平行でロ そのたて糸に対しよこ糸は直交して織られ
われている｡ひとつはｌの場合でたて糸に対してよこ糸が直角でような2種の方式が行な
はな<斜交して織り込まれている場合 (流し織りとも言う）である。また，２の場合はたて糸が上下方
そのたて糸に対し，よこ糸が直交して織られる場合で，部分白勺に
込まれる（例えばNo.180)。
向に垂直ではなく，途中から傾斜して，
よこ糸は他のよこ糸と平行ではな 〈織り まれる
これらの方式により，
いる。
単に色の違いによる紋様の形成以外に， 陰影による方体観が視覚的に与えられて
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図１－１４アル. タール出土の縞と格子
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綴織のよこ糸
折り返し方式
図１－１６図１－１７チェーン。ステッチ
ラーフィダーン11980
3８
って紋様を構成すことによ織糸を耳以外の所で折り返一C－２）よこ糸折り返し方式綴織は紋様に従って，織，
して行く力:その折り返し方式は図１－１６に示すように， さまざまある。１の場合は左側の織糸と右側の織
折返された部分で割れが生じるのでこれを "はつれ,’れぞれ折返され，糸が隣り合わせる２本のたて糸でそ
"はつれ，,が多く見ﾄが織り出されている額縁状の所にはこのと称している。ワッペン状のポートレ_
られている。２の場合は，隣り合わされる 隣り合わされる２本のたて糸でそれぞれ折り返されよこ糸は，
『異なって行く場合で，２－２は折り返し２段は同じるが,２－１は折り返し 段ごとに折り返えすたて糸力
るたて糸で折り返される場合である。たて糸で折り返されるが，つぎの段２段は異な
左唄りのよこ糸と右側のよこ糸がたて糸を共有して折り返される場合３の場合は１，２の場合と
で，３－１はよこ糸一段ごと
2 異なり，
３－２は左側，右側の
識は２－２（例えばＮＣ,
に左側を右側のよこ糸が交互に折り返される場合で，
アルタール出土の綴織れる場合である。よこ糸が何段か同じ側のよこ糸が折り返えさ
の場合が多く用いられている。170)，３－２（例えばNo.194）
c－３）紋様に対するたて糸方向 綴織による紋様の形成は一般には紋様のたて方向にたて糸を用いている
タール出土織物には紋様のよこ方向にたて糸を用いて紋様を形成した場合がある。がアル｡
アルタール洞窟より綴織によりポートレートを織り出し,それを ワッペン風に大布に縫いつけたと思わ
れる断片が数個出土しているが，これが上記の２種の構成をとっている。
染色した色糸をよこ糸
一トレートのたて方向
No.187Ｎ0.189Ｎ0.191はポートレートのたて方向にたて糸を用いている例である。
にして織られているため，ポートレートの周囲を取りまく額縁状紋様のはつれはポー
と同一である。
それに対し，No.173Ｎ0.207Ｎ0.214のポートレートはポートレートの水平方向がたて糸方向なので，Ｎｏ．
この３点いずれも額縁状の紋様は波頭紋で，とその構成上の糸方向が異なるこ を示している｡ No.189189 と
の直線状の紋様とは異なっている。
c－４）綴織物の材質アル.
ある。綴織物も獣毛よりつく
わずかに麻織物と綿織物が
，綴織の紋様を構成するよ
タール出土織物はほとんどが獣毛織物であるが，
られているが，その中で，地組織部分が綿織物で，
こ糸に獣毛を用いたものが出土している。 No.15で綿糸を用いている地組織および綴織部分のたて例えば，
る。しかし，地組織の
二糸がわずか残存している。
糸は残っているが， ｡る紋様部分のよこ 糸は腐敗してなくなっている。獣毛を用いて↓
られた獣毛を用いた綴織部分のよよこ糸が折り返されている部分に，紫色に染め
このように地組織と綴織部分が異なる材質で織られた綴織物があったこ を示している。と
｡）パイル職紋様を構成する方式にパイル織りによりつくられている場合がある。
ｃｌ－１）パイル糸による方式
て，縞状に色を変えた場合
パイル織物の地組織の糸には変化をつけずパイル糸を先染めした色糸を用い
26）を織り出した場合とがある。
No222のようにパイル織に色の異なる織糸で綴織りに織り込み，
(例えばNo.226）
綴織りを取り入れてつくる方式ｄ－２）
ﾙ織りとして階段の紋様を織り出してい綴織り部分も地組織の織糸とパイル糸を同一の織糸を用いてパイ
断片であるか ら２色の色糸の示す紋様の全体はわからないが， この種の方式によるものが，いくつかる。
出土している。
Ｂ染めによる紋様
アル・タール出土織物中，織物を構成した後で，その上につぎの方式により紋様を染著した遺物が，わずか１点
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ずつある。
α）染料で描く方式 織物の上に染料を用い直接紋様を描く方式で． No.18はその遺物である。
ラフィン）を用いて紋様を描き，b）防染剤を用いる方式織物の上に先づ防染剤（例えば，ロウやパ
を染液の中に清け込むか，または染液をはけ染めにして染色した後，
る。No.11はその実例である。そのモチーフは何であるかBFI権下I土か，
ロゥ ラフィ 全休
防染剤を除いて紋様を出す方式であ
チーフは何であるか明確ではないが． 明らかに防染剤を用いて紋様を
打出している綿の平織物である。
Ｃ刺しゅうによる紋様
No253は平織物の上に図１－１７に示すチェーン
アル・タール出土織物中，刺しゅうによってつく
ステッチによって卍形の紋様をつく り出している毛織物である。
り出された紋様をもつ織物はわずかであるが， No.253はこの方
式によることを明らかに示す貴重な資料である。
2）紋様のモチーフ
前項においてアル。 タール出土の織物遺物の紋様形成方法について述べたが、 そのモチーフは多岐にわたって
いる。しかし，いずれも小片のための， モチーフが定か でないものも見られるが表1-3にその種類を示した。 紋
様は,これらのモチーフが単独で構成されて（ 'る場合と， 幾つかのモチーフを用いて構成されてＬ 則る場合とがある。
紋様構成にはそのモチー ７を表現するための形と共に色彩が大切な要素になる。 タール出土織物は獣毛
犬きいので，その影響
アル
織物がほとんどで，獣毛は経年によって構成している動物蛋白が変質し，外観の色変化が大きいので，
により，かなりその織物をつくったときの色を異にしていると思われるが，色については個々の資料のデーター
中に示している。
表１－３紋様のモチーフの種類
人物紋様
ポートレート
植物紋様
ブドウ
樹木
自然現象的紋様
波頭
幾何学的紋様
繧綱
縞
格子
Ｈ型
ＬＨ型
方形
Ⅱ
⑪
｜
Ⅲ
⑪
②
｜
Ⅵ
⑪
Ｉ
(1) 階段
鋸歯
卍型
已型
矢印
ジグザグ
、
別
印
Ⅶ
、
、
Ｉ
１
１
１
１
Ｉ
(２）
(3)花１
１
１
１
３
４
５
６
１
１
１
Ｉ
（５）染織遺物の解説
前項までにアル. タール出士染織遺物の構成と紋様について， 全体を分類しながら，その傾向を促えるよう(こ
に解説する。一応項目を立てたが，いくつかの述べて来た。ここでは特色をもつ染織遺物のいくつかを，個々に解説する。
特色が－つの資料の中に含まれてし 』る場合もある。
なお，巻末に掲載したカラー写真と黒口写真および，その側に記したデータによって，染織遺物について，よ
り多く'情報を示すように努めた。
ｌ）幾何学的紋様織物
Ａ繧綱織物
フィダーン１１９８０4０
幅約３．２cm間に黄土からこげ茶まで変化する繧燗が縞状に現われている平織の毛織物ｃ ｋご糸は先染No.９９
)段階において適宜増減して混ぜ合せて糸を紡ぎ， ぼかし糸を作ってから織る方法をとっている。めした繊維を色0
Ｂ縞織物
No.９４ 太細の糸によって横縞が織り出さ 織糸は太細２種類共に先染めで、 ほぼ同色の茶色でれた毛織物ｃ
地組織はたてよこ共に太糸を用い， よこ糸密度の高い平織であるが， 細糸で形成しているよこ縞部分の組ある〔
織糸が太細で構成 された縞はH｣1十吊中この１点のみである〔織は高密度のため判別できない。
黄土，燈とグラデーショナルな縞が平織で織り出さたて;よこ共に細く繊細な先染め糸を用いて，茶，Ｎｏ．９８
れた毛織物［ 表面にたて糸が見えない程よこ糸密度が大きい。
いる毛織物。黄土色の太い双糸をたて糸に用い、 撚りの甘い２色の単糸で縞模様を織り出してNo.５１ 13～1５
川加の太い縞の上下に，３～５nlnzの細い縞があるパターンが繰り返されている。しかし紋様を織り出すためのよこ
糸の段数は一定ではなく，一見同様なパターンが繰り返すように織られており，ラフな構成である。
耳はたて糸２本を１組として３組を芯糸にし てかっちりと織られ，殊更丈夫に作られている（
所々に太い双糸の縫糸が出ている力 他の物と縫い合わせた形跡も縫目は粗く、 なく，規則性も見い出せない。
No.２４１パイル織物に続く布端の飾り織り
用いられ，よこ糸には緑，茶，黄，燈，深緑，
縞の効果も一層明瞭である。
の一部である。材質は獣毛で， たて糸は黄とこげ茶色の太い杢糸が
赤の色鮮やかな色糸が用いられている。 よこ糸密度が大きいので，
黄土,燈,緑,黒のよこ糸で縞を織り出した平織の毛織物（No.１００ 撚りの強い黄土色のたて糸に， 縞の幅は色
うており，規則的は見い出せない。毎に異なってた
Ｎ０２４９．２５０ 黄土色の太い双糸をたて糸に用い、 よこ糸に燈と茶を用いて縞を織り出し． さらに縞毎に各色
糸で添毛されている羊毛のパイ し織物。し かし細い縞の部分には添毛の形跡は見られない。
Ｃ格子織物
黄土色と黒の対象的な２色の糸で構成されたチェ クの毛織物。たでよこ共に黄土と黒の糸を交No.９６
互に６本ずつ用いて構成しているが， 黄土のよこ糸が細く，よこ糸密度が少し大きいために，たて，よこの糸に
よって構成される方形が黄土部分は細長い方形 になっている。
とて方向に約25～26本毎に緑色の糸２本を入れ､No.３０ 本を入れて又よこ方向にも約30段毎に緑色の糸２
織られた格子縞の毛織物。たて約２．６cm，
い糸で粗く縫われており，表にもその糸）
よこ約３．０cmの格子となっている［ 又縫い目跡は技術的には幼く，太
表にもその糸が見えている，
No.３３ 黄土の糸と茶の糸をたて糸には 3本ずつ， 上こ糸には２本ずつ交互に用いて構成された格子の毛織
たて方向の色彩の印象が強いために．物。
，
ぼんやりとした，たて縞Ⅲの印象を受ける。
Ｈ型紋織物
繊細な黄土のたて畝織の地組織No.２０５ に赤紫でＨ型紋を織り出し たと,思われる断片。赤紫の部分はよこ畝
幟で， その間の部分と外接する数段が斜子織になっている‘ 地組織に対し綴織部分は非常に密度が大きい。
黄土色の平織の基布に畝織で青紫のＨ型紋が織り出されている毛織物， 基布とＨ形紋のたて方No.1７７．１７８
向の接合部は，幅２～３川､のよこ畝織となっている。
のものは他にも数点出土している。
ＥＬＨ型紋織物
Ｈ型紋は布端に同色の方形紋を伴っており， このパターン
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No.２０４黄土色の平織の基布に，
な糸が用いられているが，赤紫の糸ｌ
Ｆ方形紋織物
綴織で赤紫のＬＨ型紋が織り出されている毛織物。 たて，よこ糸共に繊細
綴織部分のたて糸密度は非常に大きい。赤紫の糸はさらに細く，
繊細な黄土色のたて畝織の布端に， 綴織で茶の方形紋が織り出され た毛織物。方形部分はよこ畝織Ｎｏ．２１２
であり， 又耳は非常に丈夫に構成されており， 赤紫の織糸の仕末その上下両端は16段ずつ斜子織になっている。
が耳の中へ織り込まれて終っているのも注目すべき点である［
No.２０６ 黄土色の平織の布端に赤紫の方形を織り出してあると思われる毛織物の断片。 地組織は共に平織で
紫３～４本に蕾十１あるが，赤紫部分のよこ糸密度が大きいため，
本の割合で構成されている。
Ｇ階段紋織物
ばつれはたて糸２本を芯糸と し，よこ糸は赤 黄土
たて糸に黄土色と茶の杢糸を用い， 緑の地に茶で階段状の文様を織り出している毛織物。No.２４７ 又地組織
の平織の中にはパイル跡が残っており， ペイルと綴織とが組み合わされた一例であるく
Ｈ三角紋織物
No.１８６多色の綴織でポートレー ﾄが織り出されていたと思われる毛織物の断片。 ワッペン状になっており，
その縁取り に綴織りで三角形の全体を色糸で織り込んだ連続紋様がある。
黄土色の平織の基布に縫いつけられており，対比の強い色糸で縫われているため，縫い目がくっきりと判る。
Ｉ卍型紋織物
黄土色の地に紫糸の綴織で織り,Lll された方形文の中に，さN０，２０８ らに卍形が織り出されている毛織物〔 卍
形の両端は'よつれになっている。黄土，
よこ畝織となっている。
No.２５３黄土色のたて畝織の地に，
紫共に極細の繊細な糸が用いられており， 地組織はたて畝織，紫部分は
二げ茶色の糸を用いてチェーン・ステ チで卍形の連続紋様が刺しゅう
された毛織物。刺しゅ が，獣毛の種類は定かでない。卍形紋様はシリア，イラう糸は太い双糸が用いられている
７地方の遺跡の壁画にも多く見い出される紋様である。
Ｊ巨紋織物
よこ畝織で已形を織り出した毛織物。 紺の２本の縞の間に巨形が繰り返していたと思われる〔No.１７４ よこ
糸密度が高く，たて糸は表面からは見えないが，布端から数色の色糸が用いられていた事が判る。
Ｋ矢印紋織物
黄土色の平織の一部に綴織で赤紫の矢印形と思われる文様が織り出されているが， 破損がひどいのNo.２０２
またこの毛織物にＩで，はっきりとした文様の１モチーフを示しているとは言いきれない。
なり残っている。
Ｌジグザグ紋織物
よたて糸仕末の耳が力、
犬に綴織で織り,出さ黄土色のたて畝織の地に赤紫の織糸を用いてジグザグ１ れた毛織物。このようⅡ０．２１５
な紋様はこの小片１点のみである。
2）人物紋織物
No.２１４波頭紋で縁取られた中に，人物が綴織で織り出されているポートレート。このポートレートの上下
表情豊かな人物を描き出している。方向はたて糸方向であり， 綴織特有のはつれや織糸の斜交が随所に使用され，
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織の技術基布の一部と縫い糸が見えるが，卜は基布に縫い付けられた形跡が残っており，また，このポートし
に比して縫いの技術は幼い。
No.２０７No.214のポートレートと同時に出土。同様の構成手法が用いられており，ポートレートの上下方向
力§よこ糸方向になっている。
３）植物紋織物
Ａブドウ紋織物
変色が著しい。た毛織物。 人骨を包んで出土したためか風化，ブドウ紋と波頭紋を綴織で織り出しNo.１８８
紋様は黒の縞の中に波頭紋とブドウ紋が織り出されたような構成となっている.
＜縫いの技術は幼い。縫合部分が数ヶ所あるが，何れも太い糸で粗く縫われており，
Ｂ樹木紋織物
織りの技術と比．
が織り出されてい綴織による植物紋様の毛織物。 こげ茶の基布に黄土色で果実の房と思われるものNo.２１１
紋様が横になった状態で織り上げられている。このようなこの布のたて糸方向は紋様の上下方向ではなく，る。
手法は，他に人物のポートレート等にも使われている。
Ｃ花紋織物
花心が赤と黄の８枚花弁と思われる花弁を持つ毛織物。 燈，黄，緑，赤が構成する縞の中に綴織でＮｏ．１７０
織り出され， 縞の中心に位置する赤糸が斜交し て花紋の外輪を取り囲んでいる（
4）自然現象的紋様織物
Ａ波頭紋織物
No.１９６たでよこ共に繊細な糸を用いて， 波頭紋と繧綱を組み合せて織られた毛織物， 波頭紋を織り出し
た綴織部分は畝織， 繧綱部分は拾、の逆斜紋で構成されている。 繧綱は先染めの色違し 』の繊維を順次増減して混
ぜ合せて紡ぎ，繊細なグラデーション
No.２０１赤と黒の平織の接合部に，
かっちりとした織物である。
５）パイル織物
No.２４４たて糸に杢糸を用い・よ
ヨンを作り出している。
綴織で波頭紋を織り出した毛織物。 細い糸でよこ糸密度が大きいため，
こ糸に甘撚りの太い糸を用いた平織の基布に黄土色の太い双糸で添毛した
幅42cmの織物であることが判る。 ご続いて先染め糸で平織に織られ両面パイル。両脇に耳があり， 又，パイ し地Ｉ
茶と緑の太い縞の中に２色使いの細い縞が走っている（た美しい縞紋様が続いており，
6）ゴザ
No.２６５ グサと思われるものを用いて織り上げられたたて糸に獣毛の杢糸を用い， ゴザ。イグサよこ糸にイ
部分はたて糸３本を１組として織られたよこ畝織で，更に赤，黄，黄土，緑，青，黒の羊毛の色糸を用いたよこ
畝織の飾り織りが接合している。
７）縫い
上に綴織の断片がまつり付けられている－片。まつり糸は表から良 《見える黄土色の平織の基布のNo.１７５
上に縫い目も粗く，布に対する色，太さなど十分には考慮されておらず，技術的には幼い。
何かを縫い合せた形跡はなく，濃い赤紫の畝織地が榿色の太い双糸で粗く縫われている。Ｎｏ．１３８
グ。ステ
フノーゾ
不揃いである。チ状になっている。概して縫目は粗く
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８）結び
No.２６７
９）紐
黄土色の綿の平織物を裂いて作られた結び。 結び方は， 結びの最も基本的な小間結びである［
No.２５７たて糸に赤，吉，黄， 黄土の４色を用いて織られたたて縞の細いベル 卜状の毛織物。織構成はよこ
糸が左右から同時に渡っており，
No.２６２薄い黄土角の大いう
よご糸が２本通っているたて畝織になっている。
色の太い双糸５～６本を１組として。三つ編みにした紐。材質は獣毛である。
あとがき
アル・タール出土染織遺物について，
ては，別に資料リストをつくり，現在
今回の報文をまとめた。個々の質料につい構成と紋様上から分類して，
タール出土の全資料の記述が行われている。までのアル
今回はこれらの出土織物遺物範囲内でまとめたが，西アジアにおけるパノしこおけるパルミラやドゥラ・エウロポスなど，近
して残されている。とはいえ．アル・タール出土辺の同時代と思われる出土織物との比較検討が重大なる課題と
このことをふまえという点ではこの地方で他に類がない特色を持っている。染織物のほとんどが獣毛織物である
ながら，さらに研究を進めたい。
巻末集成中の織物の写真はすべて上下方向をたて糸方向として掲載している。 そのため綴織物のモチーなお．
うる゜また，SpecimenNo・の（）中は既刊の“ＡＬＴＡＲ，Ｉ”の報文中で用いたフが横転する場合もあり
資料番号を示している。 この集成は文化女子大学被服材料学研究室において作成した。
註）
１）煉蒸は， 主として東京国立文化財研究所で行われた。
2）学習院大学木越研究室による。
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し織物の特徴および他地域出土品との比較１－２出土パイ ）
はじめに
紺織物を除いてはして意匠中心のものであった。技術上の研究は，最近までの我国の古代織物の 雫と研究は．
それは古代の毛織物，綿織物などの資料が，ﾙ織物に関しては極めて少ない。数少ない様に思われる。特にパイ
学術的な発堀によるものは皆無に等しかったからであるｃ我々の身近に少なく‘
ル織物は，他の古
パイル織物の特徴
し出土の織物は貴重な資料と言えるだろう。 とりわけパイその意味においても，アル。ター
数倍のものがあり， －j遺跡の出土品を研究するだけで，代遺跡からの出土点数に比較すると，
を把握し，分類することが可能である。これは､アル・タールにおける大きな利点と言える。
意匠に乏しいパイル織物を分類する為には地組織や， その密度，繊維などを基準とすることも考えられるが，
る（結ぶとも言う）方法による類別が考えられる。欧米この織物の最大の特徴である添毛，即ちパイルを形成する（；
の研究者が，パイル形成の方法に注Ｈして分析しているのは， それだけその重要性を認識したからにほかならな
い○
実物の調査にあたっては, 資料が貴重なものである為に， ほとんど表面観察の手段をと 織物を解くことを
ほとんどの布は表
り，
避けた。古代のパイル織物の結びは，それぞれにはっきりと した特徴を布表面に示しており，
と裏，資料によっては断面を観察することによって，そのタイプを判1Wfすることが出来る。
これまで，古代パイル織物に関して，
を中心としたパイル織物出土品を示し，
広い視野から研究されたものが無いので， ここではまずユーラシア大陸
ものに近いかを。結びの種類物出土品を示し，アル・タールのパイル織物が，どの地域のものに近いかを，
と結びの密度をベースとし，その他の諸条件を考慮して，比較，検討する。
（１）古代パイル織物の分類
パイル織物とは，
織物である、古代，
地組織の経糸または緯糸をゆるませ または地組織にパイル糸を加え，(図１－２０） 添毛した
る。古代のパイル織物は，添毛すなわちパイ
糸を軸として，パイルが形成されるものと緯糸を軸と
ルの形成方法によって分類することが出来る〔る。それらは経
まず前者を，緯緯 して， パイルが形成されるものに分れる。
糸またはパイル糸の経糸とのかかわり方を基本とし て分類すると，
Ａタイプ
パイル糸が２本の経糸それぞれを軸として輪を作るものを１単位とする。（図１－１２Ａ－１，Ａ－２）
Ｂタイプ
パイル糸が1本の経糸を軸として輪を作り，もう
（図Ｉ－１２Ｂ－ＬＢ－２）
Ｃタイプ
1本の経糸Ｉ二ひっかかるだけのものをｌ単位とする
パイル糸が１本の経糸を軸とし て輪を作るか．ある いは１本の経糸にひっかかるだ けのものを１単位とする。
（図１－１８）
(以上の様にしてパイルを形成すること を一般に結ぶと表現しているが実際は結んでいない｡）
緯糸を軸としてパイルが形成されるものは
Ｄタイプ
経糸によってパイルが形成されるもの
1５アル・タール川上染織皮lYf遺物の研賓
Ｅタイプ
緯糸にからめる(wrap)ことによって，パイルが形成されるもの
以上，基本的には，Ａ～Ｅのタイプが兄出される。
それぞれにパイル糸の本数、経糸，緯糸の本数など，結びのヴァリエーションがある。Ａ，Ｂ，Ｃのタイプを
ぃづれか二つ表と裏に組み合せて結び､ 両面パイルとするもの（図１－１２のＢ－３，Ｃ）は織物のヴァリエーン
ヨンと考えられる。
緯糸がゆるめられることによって輪奈 (uncutpile）が形成されるもの（図Ｉ－１９ａ）が，
-12,Ｂ－２）の柤型として含まれる。Ｃ１タイプ
Ｂ２タイプには，
Ｂ２タイプの房（タイプの房（cutpile）をもつもの（|ｊＸ１１－１９ｂ，図１－１２，Ｂ－２１
(図１－１８）にも同様のことが言える（同１－２０は図１－１８，Ｃｌの柤型)（図
結び方の名称は， 研究者によってもまちまちである。 考古学の調査報告では，Ａ１は，Ghiordesknot，Ｂ１は
れぞれに用いられた名称を挙げるとSehnaknotが多く用いられている。Ａ，Ｂ，Ｃ，そ
Ａ１Ghiordesl<not，Turkishlmot，Smyrnaknot,ⅡBomlonyBeJI
A2現在まで報告に接しない。
Ｂ１Sehnaknot､Persianknot,noJJy面opHmIyseJr，８字打結法
Ｂ２１<opticknot，Open-singlewarpknot，Sehnaloop（輪奈状のもの）
ＣｌＵｋｎｏｔ､Ｗｅｆｔｌｏｏｐ（輪奈状のもの）
Ｃ２Spanishknot，single-warpknot
などが見られる。この報告ではＡ，Ｂ，Ｃなどの記号と共に，我国でよく用いられるトルコ結び（Ａ１），ベル,
ｬ結び（Ｂ１）などを用いることにする‘
|｜｜｜ⅡlＩｌｌＩＩＩＩＩＩ
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デール・エルーバハリ出土麻パイル織物，
技術の歴史２図版'２－Ａ
Ｃタイプの輪奈状のもの 図'１－２１図１－２０
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角菱楕円文毛輪奈織
カネボウ蔵挨及コプト染織図録
図１－２３
星形絡組ぶどう円文輪奈毛綴織
カネボウ蔵挨及コプト染織図録
図'１－２２
図Ｉ－２４Ｂ２タイプヴァリエーション
Dimand，Ⅲ.Ｓ、
図Ｉ－２５Ｂ２タイプヴァリエーション
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（２）他地域出土パイル織物
｜エジプトとその周辺
古代エジプトにおいては． 紀元前4000年代より織物が織られ､ 年と共に発展を見たのは疑う予地のない事実で
ある。このことからパイル織物の発生地の一つが，エジプトにあると多くの人々が考えている。けれども墓室に
画かれた壁画やレリーフに，敷物と 'し織物の使用の事実は認められない。してのパイ
この地域でのパイル織物の出土品を 年代順に述べると，
デール・エルーバハリ出土のタオルで，第11王朝、紀元前2160年のものである 二枚のタオルのうちのNo.1
ｌ）
枚には，直線と稲妻形の図形のｹﾞﾘが交互に表わされている（図１－２１)（
ぃ間隔で平織の地に輪奈がついている｡No.２．同じく 不ブーヘペトーレの兵士達の墓から出たもので． 規則正し
これはＣ１タイプに入り，片面だけパイルが表わされている。パイルを形成する緯糸が，カットされないで
連続しているケースである（図１－２０参照)。
２）
No.３．ヌビアのケルマから出土した布片にも輪奈が見られるが， 経糸によるパイルとされている。これは，Ｄ夕
イブであるに
No.４．ホーレンヘプ王（紀元前1379～1358年）の墓室から，表面全体がパイルで覆われた無染色の亜麻織物が出
ａ）
土した。このパイル形成の方法'よ，Ｂ２タイプに当るがパイルを作る緯糸が連続したものである（図１－１９
ａ参照)。
テーベの墓室で発見された紀元前280年の織物は多分ミ イラの覆いの一つであったと思われる。No.５． これはブ
ダペストのハンガリー博物館の重要な収集品である。素材は亜麻で，パイルの形成の方法は，Ｂ１タイプに
当るが，基本形では，２本の経糸に－単位のパイルが形成されるのに対し，４本の経糸に－単位となってい
る。
No.６．ファイユムで発見された紀元後４～５世紀のパイル織物は，経糸４本で~単位とするＢｌタイプである。
素材は同じく亜麻である。これもブダペストのハンガリー博物館にある。
４）
コプト織物の中に輪奈織と称されるものがある。それらの輪奈に'よ，の文様のある布の地全体に麻糸でパイル
、麻糸の地組織に染色されたウールの･定の幅をパイルで装飾するもの，を作って装飾するものや，布の端近く
パイル糸を用いてパイルを作り，文騰
後者のパイル作成の方法は，パイハ
文様に立体的効果を与えるものの二種類がある。
イル糸を棒状のものに巻きながら緯糸にからめていき， 一定の寸法が出来ると
棒を抜き輪奈を形成するのである。 この方法はＥタイプである。
紀元後２～３世紀，グレコ・ローマ時代の星形絡組ぶどう円文輪奈毛綴織No.７．①の例としてアクーミン出土，
がある(図１－２２)。
文様の脇にパイルを用い装飾している。
ものとされ、発見場所はアクーミンである。麻糸の地に、
No.８．同じくアクー ミン出土の裸神騎馬円文毛綴織は，
No.９．，の例の一つ幡形文毛輔奈織は紀元４～５世紀のものとされ，
赤，冑，黄，緑，紫の羊毛糸で文様を浮び上がらせている。
～５世紀の角菱楕円文毛輪奈織 濃藍を中心とする、及び赤で構No.10．アクーミン発見，紀元４ (図１－２３）は，
成する角菱の文様を羊毛糸と麻糸で表わしている。
四弁花を図案化して八角形に収め連される亀甲形連続文毛輪奈織はNo.11．アクーミン発見，紀元５～６世紀と
続した文様である。地組織は，、麻券、麻糸で平織にし，文様の部分は羊毛パイル糸を経糸３本浮かし，１本枕ま
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せて綴織している。Ｃｌタイプに入れることが出来る。 以上のコプトはカネボウの所蔵品である。
例えばアンティノエ出土の肖像を表
ベルリン国立博物館にある。
海外の博物館にも，パイル組織を用いて文様を表わしたものが存在する。
わす毛輪奈織がギメー博物館に，ヘレニズム文様のパイルのある壁掛けが，
これらのコプトと呼ばれる織物に見られるパイルは共通したものがある。 それはパイルが装飾的効果の為に用
いられているということである。
５）
パイルの絨毯Iま，羊毛製で，周囲に二
内側のボーダーには，スワスティカメ
タン博物館に所蔵されているアンテNo.12．メトロポリ イノエで発見されたパイ
重のボーダーがあり、 外側にはぶどう文が様式化された形で画かれ，
アンダー（万字の連続文）が配されている。中央には四角形が四つあって， それぞれ内部の文様は違ってい
中央の文様は３～４世紀にエジプトで流行したヘレニスティ ツクなスタイルとの関係が強く示され，る。
方二重のボーダーに示されたぶどう文の幾何学的な様式やメアンダーの装飾的色使いは，５世紀のコプト様
式に近い。以上のことからこの絨毯は，紀元400年頃とされている(図１－２６)。
結びの方法は，Ｂ２タイプである。方向はlefthandになっている。結びの密度は，１インチ平方63ノット，
別の調査によれば， 色彩効果を高める為，同じＢ２タイプの結び方のlO60knot/d㎡である。絨毯の一部で，
ヴァリエーションを加え，２色を交錯させたり(図１－２４)，経糸方向に色が連続する箇所では，結びは上段
から下段へ、 間の平織の上を越して結ばれている（図Ｉ -25)。この絨毯では，すでにこの様なテクニックを
駆使して意匠と色彩を効果的に 表現しようとしている。
パイル結びの段と段の間には，緯糸３本引揃え，二越打ち込まれている。地密度は１インチにつき経19本
である。
残存している意匠から復元が可能で， 復元されたサイズは。６feet7inches（2.1ｍ）×４feet3inches
(1.3ｍ）となる。
意匠に使用されている色彩は，白，黄，ブラウン，ダークブルー，ライトブルー，ブルーグリーン，グリ
ーン，オリーブグリーン，赤，ピンク，オレンジと多彩である。
リカやスエーデンの博物館に数多く所蔵されているが，これ以後の時代のものとされる絨毯は，アメ アル・夕
ﾙ織物とは縁遠いものばかりである。_ルのパイ
エジプト周辺のパイル織物は，最も初歩的な技術によるデェルエル．エルーバハリ出土のものに始まり，前記のNo.
しかし今まで述べて来た様に，2000年余りの過程を，れる様な発達をとげた。ノエ出土の絨毯に見ら12のアンティ
い。紀元前30年プトレマイオス朝が終りを告げるまでに生産されたパイ
実際にはプトレマイオス朝の頃，毛質のよい緬羊が輸入され，羊毛が便
：する限り，羊毛が使用されているのは，ローマ時代に入ってからであ
様にのみ使用され，その有効な使用法は，かえってエジプトの織物の特
徐々に発達して来たと見ることが出来ない。
ﾙ織物はすべて亜麻で製作されていた。
冊十品に関する限り，用され始めていたらしいが，
それでも需要に満たない羊毛は， 文る。
色となっていた。 パイル織物においては紀元２～４ 世紀のグレコ・ローマ時代は，まだ麻の糸でパイルをつくっ
使用されていたと思われる。このパイルを装飾に用いる傾向崖として衣服や，壁飾りに いたと思われる。て装飾する程度で織物は主
は，コプト時代に入っても続き， 今度は染色された羊毛糸で文様に立体効果を与える為パイルを用いたのである。
グレコ・ローマ時代の単色と異なり，パイルは文様を浮き出させ，多色効果と相俟って，一層装飾効果をあげて
いた。
して．No.12のアンテイノエ出土絨毯がある。この絨毯はNo.６のファイユム出この様なパイル織物と時を同じく
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土の麻パイル織物と比べると余りにかけ離れている。メトロポリタ ﾝ博蔵の絨毯は素材がすべてウールであるこ
文様がパイル全面に表わされていると， 二とをどから，エジプトのパイ ﾙ織物の中に突然出現した感を与える。
この絨毯は，すでにボーダーとフィールドの区分があり，ボーダーのぶどう文はぶどうの茎が折線で表わされ，
グレコ・ローマ時代の写実的表現から，幾何学的表現への移行が見られる。
以上述べて来た様に５世紀までのエジプトとその周辺のパイル織物の大きな特徴は，
1．主として麻が使用されている。
2．パイルの結びはＢ１，Ｂ２，Ｃｌ，Ｄ，Ｅ，が見出され，Ａタイプが見られない。
3．パイルが主と して装飾効果を高める為に利用 されている。
以上３点を挙げることが出来る。
|｜シリア．メソポタミアとその周辺
この地域においても，彫刻やレリーフに見られる如く，早くから織物が織られたと考えられる。パイル織物の
出土品は，紀元前後の遺跡であるドゥラ・エウロポスやパルミラの報告に見られる。
６）
パルミラでIま，ジャンブリクの塔墓より，パイルのある麻布が出土している。比較的目の粗い麻布（Ｔ７７．１５
×11本/c､）に，緯糸２本を引揃えて組織し，経糸９本おきに緯糸がゆるまされることによって４cmの輪奈が形成
緯糸約37本である‘このパイルの段と段の間は33mm，される。
同じくジャンブリクの塔墓より出土した月の粗い麻布（Ｔ78,14×11本/c､）は，
奈が作られるが，経糸５本おきと近接している。パイルの段と段の間は約８mmで，ノ
前述のものより密なパイル織物である。
上記と同じ２本の緯糸で輪
パイルの長さは１ｃｍと短かい。
この二つの結びの種類はＣ タイプに入れることが出来る。
エラベルの塔や第46号塔墓には，パイ ルが作り出されていたに違いないと思われる毛織物がある。 エラベルの
塔墓出土のL42とＬ6５（10×38本/c､）は，共に地はｌ：２の斜文で，パイルが形成されたと思われる部分は畝織
７）
になっている。第46号墓のLll51まパイル糸の残りが見られ，その段と段の距離は11mmである。Ll20は赤と黒の
縞文様の織物で，それぞれ１
と３：１の斜文を組織する。
ドゥラ・エウロポスでは，
それぞれに黄色と黒のパイ 赤と黒の緯糸し糸の残りが見られる。 褐色の経糸は1ｃｍに９本で，
残念ながら報告には結び方の記載はない。
Ｕノ
12点の出土品力§報告されている。素材はすべて羊毛である。
緯糸15本毎にパイルが形成されている。No.223は，パイルの長さ５．５cm，
と組織して，その両端がパイル
パイル形成の方法は，緯糸が経糸５本
として残されたも のを－単位とし－単位の両端は経糸の下で重複している。 パイ
ルは布全体を覆っている。Ｃ１タイプ。
No.224は，トルコ結び（Ａ１）で赤のパイル糸２本を引揃えて使用し，パイルは２段続けて結ばれている。パイ
ルの段の間隔は２cmである(図１－２７)。
No.225は，織り始めと６．５cmの幅広い帯があり，Ｓｅｌ１ｎａｌｏｏｐとされている。これは緯糸がゆるめられることに
よって形成されたもの（図Ｉ－１９ａ）でＢ２タイプに入る。
９）
No.226も同じくSehnaloopで，経糸３本毎にパイルが形成されている。地'よl：２の斜文である。一枚の資料
は裏にもパイルがある。
No.227も同様Sehnaloopで，経糸１本おきにパイルが形成されている。地は経畝である。
７イダーン119805２
同じくSehnaloopである。パイルが経糸１本おきに形成されていNo.228は19.2cmの紫色の帯がある資料.で，
'ＤＣ
No.229は，doubleSehnaloopで，経糸１本おきにパイルが形成されている。１１１羊のｈａｉｒの房がある。－－枚
の資料にはbrown-purpleの14.0cm幅の帯がある。
No.230は，１２．０cm残っている紫の帯がありSehnaloopである。で
まず1.4cmの紫の帯があ り，次に９cmの黄色の帯があり，
識して入っている凝った織物で
,ｆイル組織につながる部分には横縞があり，No.２３１は，
また残存幅６cmの紫の帯がある。黄色の帯の中には赤と青の撚糸が経糸３本と組織
ある。パイル結びは同じくＳｅＩｍａｌｏｏｐで，経糸
No.232は．赤．青，黄．褐色のパイル糸により
1本おきに長いパイルが形成されている（
ﾘ幾何学的な文様（直角三角形）が残っていて，Ｂ１のペルシャ
結びである， 結びの段の間には３本目|揃えの緯糸が２越入っている。
No.233は，両面パイルで，表は１cmにパイルの段が４段ある。
り，密度の高いものである。表はＢ１のペルシャ結びで，パイ
越入り．畝織となっている。裏のパイルは長く,７ｃｍもあり．
従って'０ｃｍに40の結びが経糸方向に入ることにな
2本の経糸と組'しの段の間には， 識する緯糸が２
趣 ， っている。裏のパイルは長く，７ｃｍもあり，緯糸方向には経糸４本目毎に，経糸方向は表のパ
イルの段３段毎にパイルが形成されている。このパイル形成の方法は，緯糸がゆるめられる方法で，Ｃｌタイプ
に入る。この資料はｒｕｇとして扱われている。平行する赤，緑，けし紫，明るい赤の縞があり，カーブして細い
縞となる文様らしきものが見られる(図１－２８)。
No.289は，帽子として使用されたもので（ 長さ２cmのパイル糸がＬＯ～1.4cmの間隔で形成されている｡ 経糸２本
毎に緯糸がゆるめられて，パイルを形成している。
その他，ヴァン湖付近のカルミル・ブルールからもパイル織物が出土し
１０）
土している様であるが詳細Iよわからない。
ゼノビアにも織物の出土があり．報告され上記の三遺跡の外に，同じ頃の織物が死海周辺の遺跡から出土し，
１１）
ているが，パイル織物の幸【告は見られない。
パルミラの出土品は，ジャンブリ
の約200年間の織物である。それら
７の創設である紀元83年頃から、 ラがローマ軍に亡ぼされる273年までノＷｌ
年間の織物である。それらに見られる特徴は，麻パイル織物ではその素材とパイルの密度から，エジプ
トのパイル織物を思い出させるが，エジプトのグレコ・ローマ時代の織物と同じ様に装飾的なものであったかど
うかはわからない。ウールのパイル織物４点のうち３点が斜文組織であることは，斜文組織のパイルが多く織ら
れていたと考えられる。
ロポスからは12点の出土報告がある仁ドゥラ。エウ ほとんどの織物は，紀元 3世紀のローマ時代の遺跡から発
１２）
見さｵL，すべてウールを素材と
１点，Ｃタイプ２点である。
ている。パイル形成の方向は，Ｂ２タイプ７点，Ｂ１タイプ２点，Ａ１タイプ
地組織は， ほとんど緯糸込みの平織であるが1点だけ１ ２の斜文がある。１２点のうち両面パイルが２点あり，
）敷物として使用されたと思われる。パイル糸によ
その他，スキタイやアケメネス時代の遊牧民，パ几
されている。保温の為であろう。
そのうちNo.２３３は，かなり密度のあるもので (約700knot/d㎡）敷物として使用されたと思われる。パイル糸に
って文様が織り出されているも 刀はこれを含み２点である。
テイア人に典型的な帽子の耳当てのところに，パイルが形成され 傷
この地域でのパイル織物の特徴を述べる１１寺，報杵による限り，パルミラと
なければならない。
パルミラ出土のパイル織物の特徴
フラ・エウロポスを区別して扱わ
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図１－２９ローラン出土．波頭文絨毯断片
Ａ・Stein，ＩｎｎｅｒｍｏｓｔＡｓｉａ
ｐＬＸＬＩＶ
図Ｉ－３０ｐ－ラン出土パイル絨毯の菱文
ﾗーフィダーン１１９８０5４
素材が麻のものとウールのものがある。●
可
缶’’一（叩／〕 〈地の密度が高い(例10×38本/c､)〈斜文組織の地のものが相対的に多
ドゥラ・エウロポスの特徴
1．素材がすべてウールである。
２．Ａ１，Ｂ１，Ｂ２，Ｃｌタイプが存在する〔
5.3×19.1本/cmの緯糸込みの地合である。３．１２点の地組織の密度の平均は，
4．実用的目的（敷物や帽子）の；の為にパイルが用いられている。
ル組織の続きに平織のボーダー付のものが多い(図Ⅲ-27参照)。5．パイ
Ⅲ中央アジア
中央アジアには現在のアフガニスタン，中国の新彊ウイグル自治区，とその周辺も含まれる。
東トルキスタン（新彊）では，西域南道，北道に沿うオアシス都市で，毛織物，絹織物が出土している。
ローランとその周辺では，スタイン，ヘデインの探検により，多くの織物がもたらされた。その中にパイル織
物がある。
スタインによって発見されたローランのＬＣ、古墓は，へレニステイックな様式のヘルメス像の毛綴織や，
前漢代の日光鏡， 後漢代の無銘方格規矩鏡が出土し， また出土した絹織物をノイン ウラの絹織物と対比するこ
とによって，後漢代のローランにおける王の墓と考えられている。
Ｌ、Ｃ・古墓より出土したパイル織物には，多様な文様が見られる。例えばＬ，Ｃ，
１３）
|ｉＯ９ａに'よ２段の波頭文
が黄色の地に褐色で表わされ， 波頭文の間には，赤，青， 黄などの縦縞が表わされている（図Ｉ緑，
タイ
-29)。経糸
，１５×25-
:．他に２点
(大麻）で，緯糸はウールである。Ａｌ イプのトルコ結びにされ，その密度は，
ルの段と段の間に５越の緯糸が打込まれている。波頭文が表わされている資料は、
'よおそら〈ｈｅｍｐ（ ，緯糸
375knot/d㎡，パイルの 段の間I<
ある（Ｌ、Ｃ，０１０，Ｌ、Ｃ、１０８)。
１４）
Ｌ、Ｃ、ｉｌＯ９ｂＩま菱文が表わされ， 菱文内に青の９つの四角い点で， 聖アンドリウスの十字が表わされている
-30)。この資料も上記と同じ構造で，Ａ１のト１
．
図
Ｌ
Ｉ ルコ結びである。
１５）
Ｃ、lliO14も非常に多彩で赤，サーモンピンク， ライトブラウン，薄桃色，黄，吉，グレイのパイル糸が使
量わされている。同じくＡ１タイプのトルコ結びによるも用され，縞や菱文の一部らしいもの，渦巻の様な形が表わされている〔
のである。
ｌｌ０９ａやＬ、Ｃ・ｌｌＯ９ｂと同じ構造でありながら、裏面にパイルがある。Ｌ，Ｏｌｌ０１４は，Ｌ、Ｃ、ｌ Ｏ９ａやＬ、Ｃ・ｌｌＯ９ｂと同じ構造て
１６）
L、Ｃ・liO17は，上記のＡ１タイプ.と違って，経糸１本のまわり を－まわり半してパイルを形成するいわゆる
スペイン結びである（図Ｉ－１ａＣ－２参照)。パイ
緯糸は５本引揃えて通される為，ゆるい織り方とｔｉ
ウン．淡いブルーと多彩であるが先に述べたものと
しの密度は500knot/d㎡である（ 経糸の間隔があいていて，
ピンク，黄，パープルブラ偉 引揃えて通される為，ゆるい織り方となっている。パイル糸の色は，赤，
， 地組織，結びとも違いがある。
遺跡は出土した木簡に見られる景元４年(263年)． 建興18年(330年)の年号より，Ｌ、Ａ， いわゆる魏，晋時代
の西域長史の根拠地と考えられている。
17）
Ｌ，Ａ，遺跡より出土したＬ、Ａ・IliOOlは両面パイルで，表'よＣ２のスペイン結び，裏は経糸１本にひっかけ
られたＣｌタイプの結びである。表のパイル密度は，17×34-578knot/d㎡，裏のパイルの長さは約４～７ｃｍあ
る。Ｌ、Ａ，ＶｉｉｉＯＯ４６も同様である。なおＬ、Ｂ､，Ｌ、Ｍ，からも出土している。
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報告では，資料のすべてはカーペットまたはラッグとして扱われている。
１８）
ヘデインによってロブ゛砂漠で発見されたウールのパイル織物Iま，Ｖ・シルワンによって調査された。第34古墓
から出土した８点の出土品のうち，３４：７６，７７，７８，は同じ織物と見なされ，パイル糸の色は，ライトブラウン，
ダークブラウン，黄，赤，ブラウニッシュパープル，緑で，文様は波頭文，菱文，格子文の様なものが見られ，
ローラン出土のＬ、Ｃ、ｉｌＯ９ａと色､文様が類似している。地は緯畝で（経糸は２～2.5mm，緯糸も２～2.5mm）
２本のパイル糸による結びはＡ１タイプのトルコ結びである。パイルの密度はl0x22＝220knot/d㎡，パイルの段
と段との間隔は0.8～1.2cm，５～11本の緯糸が入る。パイルの長さは1.6cmである。
シルワンは，第34号古墓の資料をカーペットとして扱い，Ｌ、Ｃ・古墓出土のパイルカーペットと共に東トル
キスタンより西方でイランやヘレニズムの影響をうけた地域より将来したものと考えている。その理由として，
L，Ｃ、古墓の資料も， 第34号古墓の資料も同じＡ ｌタイプのトルコ結びで、ＬｏＡ・やしＢ・の出土カーベ
卜のＣ２タイプのスペイン結びと異なること，ウールがＬＡ・やＬ・日 に比べて良質なことを挙げている｡
スタインやアンドリウスは，Ｌ、Ｃ、のパイルカーペットもタリム盆地の産であると考えている（
問題とされている資料の波頭文のカーペット断片と連続すると
古くから存在する文様で，同じローラン出土の絹織物（図１－３］
見られる資料に表わされた菱文は， 古代中国に
，絹織物のに見られる。カーペットの菱文は
この地東トルキスタンで絹織物に類似の菱文
カーペット断片は．この地の産であると見を
(図1-31）
菱文と非常によく似ており， 絹織物の菱文より複雑になっている。
がカーペットにも表わされたと考えられる。従ってローラン出土のカーペット断片は，
し，論を進めて行きたい。
東トルキスタンの他のオアシスでも，パイル織物が発見されている。
１９）
ル．コックによってクチヤのキジルで発見されたもの'よ，年代(よ５～６世紀になるが！ 表はスペイン結びで，
裏には長いパイルが間を置いて形成されている。密度は32knot/inch2である〔
２０）
黄文弼の報告にもパイル織物が見出せる。克子爾明屋仏ｉ何より出土したものである。 地は麻を用い，羊毛で（
イルを形成し，文を表わしているが，多くのものは脱落し，現在，藍と紅が残るのみである。
近年，中国の新彊における考古学的調査によって，多くの織物が発見されているが，民豊県北大沙漠中の古墓
２１）
で２点のパイル織物が発見された。－つ'よ木棺の蓋を覆い，一つはミイラの体の下に敷かれていた。錦の意匠や
出土鏡から後漢時代のものとされている。
２２）
その資料の一つﾎ宮内発見の地毯は，平織の地に
２.）
Ａｌタイプのトルコ結びでパイルが形成されている。糸吉ぴの密
度は2.5×3.5（毎方寸)， パイル糸の太さは約３ｍｍと太い， パイルの長さは約20mm、パイルの段と段の間隔は平
均14mmで６本の地緯糸が入っている。パイルが全面を覆い，地が見えない様作られていた。中国ではこのパイル
織物は，中国西北部少数民族のものとしている。
２４）
もう一つのパイル織物'よ，Ｂｌタイプ･のペルシャ結びでパイルが形成されている。
する青海都藺県の諾木洪の紀元前2000年頃の新石器時代の遺跡からウー東トルキスタ ンに隣接一 しのパイル織物
２５）
が出土している。すでにこのH寺代から現在中国で採用されている８字打結法即ちＢ１タイプ゜のペルシャ結ぴによ
Ｚ６）
って，パイルが形成されている。この発見によって中国西部において(よ，すでに4000年前パイル結びの技術が存
在していたことが証明された〔
中央アジアの西部からパイル織物は出士していない様である。しかし古代において絨毯の生産がなされたこと
２７）２８）２９）
は，次の様な中国の古代文献より知ることが出来る。「漢班固與班超害云，月支局宅艶大小相雑但細好而巳」「天
ラーフィダーン１１９８０Fi6
30）３１）
竺国其時皆1蕩月氏有細布好謙艶」「晶毛艶西國絨毛為布有文彩毛席也」
この様にして，中央アジアには広く絨毯生産が行なわれていたことが理解出来る。中央アジアにおける織物の
太古からパイ ル形成の技術があり， 単に緯糸をゆるめるＣ
早くからパイル織物が
特筆すべきことは，先述の如く，この地域において，
従ってこの地域において，ﾌﾟの輪奈でない結びの技術が存在していたことである。タイ１
ﾙ織物に見られる様な発達を途げる のは当然のことである。生産され，紀元１～４世紀のローランやニヤのパイ
しているのをみると，この地域のパイル織物は，地毯または掛毯
と厚さ．パイル密度をもっていた。
ラの体の下に敷かれたり棺に掛けられたり’、
として利用されたことは疑いなく，それに応じた厚さ，パイル
おまけに装飾的意図をもってパイル糸で意匠を表現しようとする段階に達し，敷物などの実用と装飾を兼ね備
えていた。
中央アジアの特徴
1．麻（大麻） の地にウールでパイルを結んでい るものがある「
2．ほとんどの絨毯|釿片はパイル糸で全体に文様が表わされ，非常に色彩豊かである。
3．結びの方法は，Ａｌ，Ｂ１，ＣＬＣ２が存在する。
実用と装飾を兼ね備えている℃１．
１Ｖシベリヤ．モンゴル
紀元前’千年紀，この地域にはスキタ ｲ系文化をもつ遊牧,騎馬民族が住んでいたが， 彼等の墳墓であるアルタ
も優秀なパイル幟の絨毯ｲ山地の（ ルガ､ン（墳墓）から，技術的にも，意匠の上で なパイズィルクやバシャダールのク
３２」
が/LH＋している。
ルク第５号墳で発見された紀元前５ 世紀の小カーペットは，1.83×２ｍで，ほぼ完全な形で出土した。パスィ
センターの四角形を中心に５つのボーダーで構成されている。
こまれて繰り返され，各ボーダーには、ワシグリフォン．黄Ｂ
中央には十字形をなす花と薯片が正方形の枠に力、
， ， 鹿，馬と騎士等が配置されている。文様は暗赤色，
明るい冑，黄緑，明るい黄，オレンジなどで表わされている。これらの意匠は，全く西アジアのものである（図
１－３２)。技術的にも非常に秀れ，経糸は，1cmに12本を数える。パイルを形成する方法は，Ａ１タイプのトルコ
結びである。パイルの密度は3600knot/d㎡，と非常に密度の高いものである（図１－３３ル
パシャダール第２クルガンに保存されていたパイル織物は，Ｂｌタイプのペルシャ結びである。経糸がｌｃ㎡に
10～12本，パイルの段は１･㎡に14段あり，パイルの段と段の間に緯糸が２本入っている。従って１c㎡に28本の緯
糸が入ることになる。以上から考えると， １．㎡における結びの数は50×140-7000と， 今まで述べて来たどのパ
ール第２クルガンは放射イル織物よりもパイ ﾙ密度の高い精巧なものであることがわかる（図１－３４)〔 パシャダ ２
I生炭素によるとパズイルク第５クルガンより100年古く，紀元前６世紀に当るとされている。この織物も西アジ
アまたは中央アジアから来たと されている、
同じバシヤダール第２クルガンより，緯糸がゆるめられてパイルが形成されたＣｌタイプの輪奈状のもの
と房状のものがある。一例を挙げると１cm平方に経糸12本，パイルを作る緯糸が３本通され、地緯糸は11本であ１cm平方に経糸12本
いる。以上のことから考えると，（ )し密度は30×60～100-1800～30001ｃｍに６～１０のパイルが作られてる。
lmot/d㎡となる。
ウラ出土の鞍橋表面飾天鴦絨断片は， 解説によれば，革の上に濃茶，紅，黒に染めた色糸を房状に束ノイン・
ね植え，そ れが一種の流雲様の動物文を表わし ているのは技巧の上で後世の絨毯に相似したものであると書かれ
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ローラン出土絹織物の菱文図１－３１
ArtsAsiatiquesXXVIILpl． l2B
パズィルク出土絨毯
PyⅡellKoC.Ｈ､,,mpeBHeiinIIIeBMIIpe
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図１－３２
裏 (部表(部分） 分
図１－３３パズイルク出土絨毯
ＰｙⅡｅＨＩ《ＯＣｌｌ．
ラーフィダーン１１９８０5８
３３）
ている。おそらく，革Iニパイ
述べて来た様に，この地掴
ﾙ織物を綴じつ 詳細は不明である。けたものではなかろうか。
染められたパイル糸で意匠を表わ意匠。 とも極めて秀れた絨毯があり，この 域には， 技術
しかしこの絨毯は共に西アジア または中央アジアから将来したと されているのした織物の中では最古であった。
で，紀元前６～５世紀のイランまたは中央アジアのものとして検討するべきであろう。
シベリヤ出土品の特徴は，
1．Ａ１，Ｂ１タイプ（イラン，中央アジア将釆品)，Ｃｌタイプが存在する。
2．地密度，パイル密度が共に非常に高い。
意匠の徴密な表現と豊かな色彩 (将来品)。３．
（３）アル・タール出土のパイル織物
ｉ代表的な資料
アル．タールより出土したパイル織物には，Ａｌ，Ａｌ
織物は，すべて獣毛（主として羊毛）を素材としている。
Ｂ１，Ｂ２，Ｃ１のタイプが見られる。出土パイルＡ２，
数枚の比較的大きな布を除き， ほとんど小さな布片と
なっている。そこで洗浄後，
結びの種類とその方向（Ｂ
洞窟および地点別に区分された布を， 更に色彩，糸の太さが同一または類似，かつ
(Ｂタイプの場合） が同一である場合は一枚の織物であったとみなし パイル１，パイル
２……とナンバーを付した。その結果洞窟および地点別のパイル織物出土数と，確認された結びのタイプ及び両
面パイルのタイプと点数の関係は，表１－２「パイル織物の出土状況」に見られる通りである。
分類された結びのタイプ及び両面パイ しの各々を代表する織物を各グループか広 関連事項を付加した。)選択し、
詳細は下記の通りである。
Specimen227（Ｆ６－Ｒ１Ｃ－Ｏ７－１）
Ａ１タイプ（図１－１２，Ａ－１参照）号
Ａ丘で数多く出土したタイプである。 Specimen227のデータに見られる様に19.4×14.2cm大のこの資料は， dull
reddishyellowの経糸およびこの色の糸とdark brownの糸を撚った杢糸を経糸として加え， deepreddishorangeを緯糸と
した平組織の地(密度4×17本/b､)にdeepyellowish をパイル糸としてﾄﾙｺ結びにして仕上げたものである(図red I-35a)。
貴重な耳が付いていて，経糸５本を３本と２本に分け，緯糸１本と組織するが，耳では－越多く組織している。
その上，強化の為かdarkbluegreenの糸が加わっている（図１－３６)。
結びの段と段の間隔は不規則で，７mm～２cmに及び，従ってその間にある緯糸の本数は10～34とまちまちで，
目分量でパイルを結んでいたものである（図Ｉ－３５ｂ）。 これは資料に多く見られる傾向である。 この資料には，
地が隠れるように仕上げられていたと比較的パイ
現在，ほと
その長さは残存最長6.5ｃｍあり。ル糸が残っていて、 思われる。
ほとんどの資料は結びの根本を残すのみである。
この資料においては，パイル糸が１本のところと，２本目|揃えで結んでいるところが見られる。また図Ｉ－３５
ｃの様に太いパイル糸を３本引揃え，結んでいるものがあって，Ａｌの結びを基本としながら，使用するパイル
糸の太さ，数量，経糸，緯糸の太さにより，違った風合を作り,L})している。
Specimen227では，上の段に結ばれた１単位のパイル糸と下の段の１単位のパイル糸が同じ経糸に結ばれてい
るとは限らない。時折り，１本のずれを生じているが，
不規則に表われる。
意図的に互い連いに結ばれているのでなく， これもまた
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表 裏
バシャダール出土絨毯断片
ＰｙⅡｅＨＫｏ,ＣＭ．
図'１－３４
(部分）－３５ａNo.227の表図Ｉ
篝
図Ｉ－３５ｃＡ１のヴァリエーション
AL-TAR,LSpecimentl29
(部分）図Ｉ－３５ｂＮｏ２２７の裏
ラーフィダーン１１９８０6０
別の資料では，違った糸が交互に，あるいこの資料では，パイ ル１段すべて同じパイル糸で結ばれているが，
1本のパイば不規則に結ばれているものがある。このことは，このＡ１の結びが，個々に結ばれたのであって，
３４
Jし糸が連続してｗｒａｐされた後，カットされて形成されたのではないことを物語る。
アル・タールのパイル織物には，１単位のパイル糸が３本の経糸にかかる，トルコ結びのヴァリエーションが
ある(図１－３７，資料Ｆ－６，Ｒ－２，Ｃ－２２－４－ａ)。このヴァリエーションは２点のみで，残りはすべて基
本図の通り結ばれている。
トルコ結びは，現在トルコ，コーカサス，トルクメンの東南部，イランの一部，インドの-部で見られる絨毯
３５）
の結び方である。
Specimen237に－１２Ⅳ－ＯＨ－３６８）
Ａ２タイプ（図１－１２，Ａ－２参照）
;遺骸の下に敷かれた形で発見さ れた86.0×119.0cmの大きなこの資料は， 両端に緑と赤の縞文様の平織のポーダ
－（残存幅17cm）が見られる。
地はｄａｒｋｂｒｏｗｎとpaleyello
緯畝（密度４×10本/c､）である。
特のものかも知れない。
の杢糸２本にyellowbrownまたはdullreddishyellowの緯糸を組織したyellow
この結び方は今までの考古学調査における報告には見当 らず；アル・タール独
約１～1.5cmの間隔で，greyisholivegreenのパイル糸が結ばれている。
10～14本である。パイル糸は４本引揃えてＡ２の基本型の通り結ばれている
ば る。従ってその間の緯糸数はまちまちで
告 。房の長さは約15cmで，パイル糸が
ペイル密度は６×９ｋnot/d㎡（経糸方向の結びの残っている部分では， 地組織が見えない程全体を覆っている（
数×緯糸方向の結びの数，以下同じ）である。
このＡ２タイプの織物は，すべて地糸が太く，
て重量感のある，厚い織物に仕上げられている。
なお片方の耳が残っていて，経糸３本と緯糸１
Specimen249に－１７Ⅳ－ＭＫ－1382-①）
Ｂ１タイプ（図１－１２，Ｂ－１参照）
地の粗いところへ太いパイル糸を引揃えて結ぶので。全体とし
この資料の用途は敷物以外考えられない(図１－３８)。
本が組織して，耳を構成している，
この資料もまた遺骸の下で３つ折にされた形で発見された。両端に耳があって，パイル織物の幅がわかる資料
３点のうちの1つである。その幅は138.5cmである。三筋のボーダーと，両側に階段文がある（一方は変色の為，
表から見えないが裏からはよく見える）（図１－３９)。
lightreddishyellowの経糸（杢糸もところどころに入っている）とdeeporangeの緯糸によって，地は平織
に組織され，地の密度は４×17本/cmである。階段文とボーダーは，darl《ｒｅｄの緯糸で表わされ，特に階段文は
綴織の技法が用いられている。綴織の緯糸折返しの方法は図１－１６の３－１タイプに属し，緯糸２本毎に左右交
叉する。左右の階段文は相似形でなく，段の高さも一定ではない。
結びの方法は，基本型Ｂｌの通りでleftｈａｎｄに結ばれdeepreddishorangeのパイル糸が，段と段の間約１
～1.8ｃｍ(緯糸約15～25本）隔て結ばれている。綴織の階段文部分には，綴の緯糸と同じ色の糸が結ばれている。
残存パイル糸の房の長さは5.5cm， 地組織が隠れる程布全体を覆っていた様でパイル密度は８x20knot/d㎡で‘
ある。
耳は６本の経糸を４本と２本に分け，緯糸と組織している
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同じ結び方をするものは，他にＡ丘Ｆ６ｉｎＲ玉Ｆ６１ｎＲ２に１点とＣ丘11洞に１点，計３点である。このペルシャ結びは，
Iefthandで結ばれている。すべて向って左側の経糸に輪を作る
なお，このspec1men249とspecimen250は， 経糸の本数が共に590本(その中12本は耳)。 経糸，緯糸，パイ
，連続した織物でル糸の色が類似または同一で撚り方向が一致してぃ る。出土状況を見ると，この２枚の資料は，
あった。 従ってこの布の大きさ 'よ約300×140cmの細長い形で， ﾙ結びの上下関係や方向を同じにして資料をパイ
配置すると，階段文が上下左右対称
Specimen230（Ｆ６－Ｒ２Ｃ－ｌ
Ｂ２タイプ（図Ｔ－１ａＢ－２
(但し階段文の一つは失われている） のデザインとなる（図１－４０)。
Ｃ－２９－２）
Ｂ－ 参照）
dullreddishyellowで織り上げられている［経糸，緯糸，パイル糸ともｄｕｌｌ
ﾙ糸がよく残っている(図１－４１)。
1.9の小さな資料であるが，，パイ
2本引
９．３×
0.73mmの細い経糸に0.87mmの同様の細い緯糸を組織した平織部分と。
揃えて組織した畝織部分で地は構成されている。 地の密度は５×20本/cmである。
細い経糸に太めのパイル糸が組み合わされＢ２の基本図とは逆のleftｈａｎｄに結ばれている。結びの段と段の
全面をパイルが覆っていたと思われる。間隔は約1.8cm，パイルの房の長さは，約4.5cm，
Ｂ２タイプには，ヴァリエーションが多く，＝基本図の様なｌ単位のパイル糸がrightｈａｎｄで３本の経糸に力、
る経糸とひっかかるだけの経糸の間に， 1本の経糸が介在するもの以外に力､るもの，つまりパイル糸が輪をつ
3本の経糸にかかるのは同じであるが方向がleftｈａｎｄ と逆のものがある。上記のspeclmen230の様に，
り経糸の間に２本あるいは３本の経糸が介在するもの(図4本あるいは５本の経糸にかかるもの，その他，
1-42）．
つま
ﾙ糸がかかる経糸の数値とパイこの場合，パイ ﾙ織物の地の密かつ方向が異なるものがみられる。で．
度は無関係なので，その数値が大きい程，パイルは粗くなる傾向を示す。
このＢ２タイプの資料は，ＡｌタイプやＡ２タイプの資料に比較して，全体に経糸が細く，緯糸もやや細めで
地の密度が高い。２．３の例外を除いて，地は薄めでしっかりした仕上リを感じさせる。
１単位のパイル糸が重なり合う部分では，１．２のねじれを除いて，必ずひっかけられたパイル糸に，輪をつiけられたパイル
た場合には，rightｈａｎｄは向
のＢ２タイプの結びは，Ｂ２の
ｋとは，差し控えたい。
一つ一つの結びを順次結び進めていくっているパイル糸が上から重なっている。
って右から左へleftｈａｎｄはその逆に進んでいく ということが言えるのだが， こ
輪奈状のものを切断したとする考え (図１－１９参照）があるので、 方向を定めることは．
このＢ２タイプからＢ１タイプが生み出されたとする意見がある。Ｂ１もＢ２もアル・タールに存在しているｃ
但Ｂ１はＢ２に比べて少なく３点しか出土していない。 現在ではＢ１のペルシャ結びは、 イラン，アフガニスタ
ントからの移住民の間ﾝ，トルクメンの西南部，インド，中国，日本に普及し，Ｂ２タイプは，チベットやチベ
３６）
に残っている。
Specimen241（Ｃ－１６Ｖ－６２－３）
両面Ｂ２タイプ（図１－４４，図１－１２のＢ－３参照）
25.0×21.0cm大のこの織物は，deeppurplishredとｇｏｌｄの市松の文様帯がある。経糸3.28mm，緯糸1.85
緯３本の経畝織に仕上げられて地と文様帯は杢糸の経1本，パイル糸3.52ｍｍと全体に太めの糸を用い，ｍｍ９
いる。
Ｂ２タイプの結びを表にも裏にも用い，厚手の織物に仕上げている（図１－４３)。結びの方向はrightｈａｎｄで１
'しの段と段の間は，約1.2cm， 緯単位のパイル糸が３本の経糸と組織するのは基本図に示される通りであ るつパイ
6４ ﾗーフィダーン１１９８０
表(部分）
裳(部分）
図lＩ－４３Ｎｏ２４１
図I-44No241のパイル組織要領図
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図Ｉ－４６Ｎｏ２２５パイル組織要領図部分
パイルがとれて地の見える部分
図Ｉ－４５ａＮｏ２２５
ｂＮｏ２２５
①Ｇｏｌｄ
②DarkgrayishbTown
③Ｄｕｌｌgreen
④Deepyellowishred
図Ｉ－４７Ｎｏ２２５方形文の配置図
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ルの房の長さは約6.5cm， パイル密度８ｘ９ｋｎｏｔ(not/d㎡のラフな感じに仕上ってい
２レベルとなっている（図１－４４)。
糸12本（３本目|揃え４越)，パイ
る。パイルが強く結ばれる為に，パイ
Specimen225（Ｆ－６－Ｒ１Ｃ－
ﾙ組織の部分で経糸がジグザグとなり
Ｃ－Ｏ４－３）
両面Ｃｌタイプ（図１－１２のＣ左参照）
革と共に出土し、パイル糸の密集した37.6×46.2cmのこの資料は､ Ｃｌタイプの単純な技法でありながら，パ
を形成した次の段では裏側にパイルを形成すると いう方法で，両面パ
x12knot/d㎡）は低
イル糸を７本引揃えて結び，表側Ｉ
イルを作り上げている(図１－４５)。
表側にパイル
強い打ち込みによってパイルが密着し， 結びの密度（10×12knot/d㎡）
〈ても，パイル糸が７本引揃えて組織され，パイルの段と段の間が５ｍｍ～７mｍ（緯糸８～12本，２本目|揃え４～
6越）と狭いため，織物全体としてはパイルの密な織物に仕上っている。
Ａ１タイプやＢ２タイプでは，結びの段と段の間が７１nm～２cmで，パイ
て，この資料では，パイル糸は短かく１cmで密集している。
地はdullreddishyellowの経糸１本に，同じ色の緯糸２本で経畝にさ
ﾙ糸が長めの房状に残されるのに対し
du lre dishyellowの経糸 れ， 結びの段では経糸３本一まとめに
単位の結びが形成されている(図１－４６)。 結びを形成する時，
』－ＴＡＲ，Ｉカラー
強く締められる為に経糸は蛇行している。して１
この資料に見られる方形文は (図１－４７及びＡｍ 図版132参照） パズィルク出土絨毯の意匠の
なかにある騎士と馬の図で馬の背に掛けられた背覆い (布製の鞍）のデザイン（図１－４８）とよく似ている。幅
丁面パイルの資料specimen244（Ｃ－１６Ｖ－７９－５）の
）･実際馬具の一部として毛パイルの利用がノイン・ウラ
43cmに織られた端に赤と緑の縞文平織ボー グーのある両面パイ
存在と考え合わせると，背覆いに使用されたと思われる。
の出土品に見られる。
Specimen243（Ｃ－１６Ｖ－７０－１）
両面Ｃ１タイプ（図１－１２のＣ右参照）
縞，市松，方形， 階段など幾何文様の多いアル タール出土パイル織物の中で，唯一の形態を意匠とした波頭
文が表わされている。６．８×6.4の小さな資料なので，全体の意匠は
ない(図１－４９)。
どの様なものであったか想定する 二とが出来
ﾌﾟの結びの方法を用いながら．同じＣタイ specimen225の様に太めのパイ ル糸７本を引揃えて結びを形成す
るのでなく’この資料は細いパイル糸（darkwineとbrownishgold）
に，1.75mmの太い緯糸を－越だけ打込み，またパイル糸と繰り返しを
1本をそれぞれ所定の位置に組織し， 次
またパイル糸 ながら，今まで述べて来たどの織物よりも経
(40×48knot/d㎡）に仕上げられている。緯両方向に密着したパイル密度の高いもの
0.83mmの経糸に，その倍以上の太くて撚りの強い緯糸が組織している為，緯糸は直線の状態で，強い打込みに
よって，パイル糸と共に堅くてしっかりした織物に仕上っている。経糸の状態は２レベルになっている（図，＿
50)、
この資料の裏面には，経糸５～６本，緯糸５
短かく刈り込んでいる。
表のパイル糸もｌ～２mmと短かく刈り込まれ‘
り数倍太い糸を使ってパイルを結び，本おきに表側のパイル糸よ
一見近代の絨毯と変らなし }外見をしている 密度の高いこと，
経糸が２１evelになっていること，
産が考えられる。
図案を表わす為に計画的であること (図1-51）などの点から，工房での生
Ⅱパイル織物に見られる特徴
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1．獣毛（主として羊毛）を素材とする。
2．結びの多様さ。
Ａ丘，Ｃ丘をあわせてＡ１，Ａ２，ＢＬＢ２，Ｃｌのパイルの形成方法が見られる。またそれぞれにヴァ
リエーションがある。
3．独特の結び
今までに報告されていないＡ ２タイプのilij面パイルが,ｌｌＩＩ土した。
が多い。Ａ丘においては，Ａ１とＢ２タイプが多く出土した。ＡタイプとＢダ
フFあり，Ａタイプの方が概して経糸，緯糸が太く，ラフな仕上リになっている。
イブの出土点数が多い。
緯糸の太さに差があり，
４．Ａ１とＢ２タ
イプは，経糸，
ＡタイプとＢ夕 イブの地の密度を表にすると ﾌﾟの方が地の密度が高い傾向を示す「(lx11-52）Ｂタイ
５．２レベルの存在
ほとんどのものはｌレベルであるが，specImen243や241の様に両面パイルでかつ２１evelのものがある。
6．織物に見られる不規則性
織物のほとんどは，
対称で。織物を織るｉ
パイルの段と段の間に織りはめられる緯糸数が 一定していない。縞や階段文様などは非
だ，波頭又の資料は，整然として計画， 織る計画性が見られない。
性が認められ，工房の生産が考えられる。
7．幾何学的文様
文様には波頭文を除いて,縞（｢松，方形，
工房生産は考えられない。ただ，
階段など直線とそれを直角に交叉させて構成する単純な文様が多い。
グーを入れる装飾が多く兄られる゜ 一枚の敷物の形を留める階段文の織物に見ら
る。これは，横ボーダーのみのデザインから，
パイル織物の端に，平織でボー
コーナーが出現している。れる様に文様が左右上下対称に配置され，
4周を囲むボーダー，コーナー（図1-53)，フイールドという絨毯のデザインへ移行する過程で，過渡的現象
と見ることが出来る（図１－４０参照）
この階段文は，階段状のアウトラインをもつ菱形（例えば図１－３０，３１）
ではないかと思われる。これらの祖型文様は，アナウ文化の彩文土器，ア．
３７）
青銅器，などに見られる。織物で'よ，ローラン出土の綴織に城塞文が見ら；
やいわゆる城塞文から発生したの
アフガ､ニスタンのフロールフォー しの
。織物では，ローラ れる。
8．パイル織物の敷物としての使用
出土パイ ﾙ織物には完全に敷物と見られ る厚手で重壁感のあるものと，そうではなくて地が薄く，パイルの
段と段が隔たり，
1382）の様に，）
かしこの種のものもC-l7111で発見された資料パイル糸の細いものがある。 (Ⅳ－ＭＫ－
82）の様に，遺骸の下に三つ折状態に敷かれて出土した状況から，やはり敷物として使用されたと判断出来
る。また細い幅のものは，馬の背覆い（布製の鞍）や，鞍褥に用いられたと考えられる。
9．実用的ＩＨＩ的による製作
人物文綴織などの豊かな色彩に比べてパイル織物は，一枚の織物に用いられる色彩が乏しく，素朴である。
添毛組織を利用して，保温効果を高め，クッション的役緤'１も付加したパイル織物は，装飾よりもむしろ実用に
重点をおいて製作されている。装飾は主としてボーダーのみで，パイル糸による全体の装飾的表現は，波頭文
に萌芽が見られるのみである。
フィダーン119807０
他地域出土品とアル゜タール出土品の比較(４）
地域別に他の遺跡出土品と合せて概観する 二とにより．地域いパイル織物も、－遺跡だけでは特徴の把みにく
ただ各遺跡の報告は，それぞれデータがまちまちで，比較に必要とするデーとしての特徴を把むことが出来た。
従って報告書に記された範囲内で比較を試みざるを得なかった｡７に欠けるものもある。
各地域から各種の結びのタイプが見出された。それを表にまとめると表１－４の様になる。
－地域しか出土しておらずその地域独特のものであ表１－４に見られる様に，Ａ２，Ｃ２，，，Ｅタイプは，
る。Ｃｌは，緯糸をゆるめて輪奈を作るか，それをカットしてパイルが作成されるもので，最も初歩的なもので
あるから，どの地域でも案出されることは，当然と考えられる。Ｂ１も各地に存在している。このＢ１について
それに至る二つの過程が考えられる。 エジプトのＢ１は，ＡＫｉｓｓによれば，Ｂｌより先行するＢ２より発'よ
展したとされている。中央アジアでは，エジプトのＢ２よりも古くからＢ１が存在しているので，エジプトにお
けるような発展は不可能である。そこでＢ１がWrappingから発展したとするＬＥｍｅｒｙの考え方に従えば，こ
れぞれの地方で個別的に発展したと考えていいれらはそ て であろう。
ア地域．即ちドゥラ・エウロポスと４タイプ表１－４を見ると，アル・タールはメソポタミ ， _致している。最
も類似するのは同じ地域として当然のことかも知れない。表を地図に表わしてみると（|Xll-54）メソポタミア
地域でＡｌとＢ２が重複する。歴史上すでに周知の如く，この地域を中心とした東西文化の交流は，結びのタイ
ﾌﾟの分布にも表われているのである。
ドゥラ・エウロポスとの類似は，結びのタイプにとどまらず，パイ
ている。それらの類似点を挙げると，
ル織物の技術や出土品の構成割合もよく似
表１－４地域とパイル. タイプの存在関係(紀元5～6世紀まで）
IEr1i～Z４ＺｌｌＡｌｌＡ２１Ｂ１１Ｂ２１ＣｌｌＣ２ 、 |⑰
●’●’●エジプト ●’●
メソポタミア’● ●’●’●
中央アジア’● ●’●●
アル・タール’●’●●｜●｜●
●存在を示す
表１－５結びのタイプ別出土比率
Ａ１１Ａ２１ＢｌｌＢ２１ＣｌＣ２ 、 |団
アル・タール｜＋＋＋’＋＋｜＋｜＋＋＋’＋
ドゥラ・エウロポス’＋ ＋＋｜＋＋＋’＋＋
ﾄ10％以下十十11％～30％＋＋＋31％以上
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図１－５３現代の階段状コーナーのある絨毯
fJJBffnJi･ウラへ少，、ト と＝:マニラ ＝ザRﾍミ議野ぐ夕 〉ヘニマヘ〉ウロポスパルミラ、、笑 みこしアル・タール■Ｉアル・タール■Ｉエウロポス 、／／Ｉ、
因八』ⅢA：図、回c‘
図１－５４結びのタイプ（－部）分布図
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１．共に羊毛を素材とする。
2．地組織の密度も，ほぼ同じ範岡内にあり（図１－５２参照）緯糸込みの地合である
(例えばドゥラパイルの段と段の間にある程度の間隔があり， エウロポスNo.224は２cmの間隔がある）パイ３．
ル糸に地と別の色糸を一色使用している。 また房を長くしている。
４．共に，ボーダーらしき平織の横縞や帯がパイル組織に続いて織りL１１，されている。そしてアル・タールのspecimen
３８）
241でボーダーをなす市松文と同様のものがカーペット断片（ドゥラ．ユニウロポスNo.142)として報告されている。
5．両面パイルがあって，パイル織物が敷物として使用されたり、
アル・タールと同様，実用的目的にパイルが使用されている。
６．共に一点，地組織が斜文の織物が入っている。
耳当ての保温の目的に使用されている点から，
以上多くの類似が見出せるが相違すると ころを挙げれば，文様が異なっていること，Ａ１タイプがアル・ター
ルでは多く出土しているが，ドゥラ では一点報告されているだけである（表１－５）。エウロポス
一方パルミラ出土の織物には，麻を素材とするものが見られ，これはむしろエジプトに近い。報告されている
毛パイル織物のうち３点の地が斜文で，経糸密度は，アル・タールの平均的なものの２倍もあり，経糸が細いこ
とを示している。おそらく，アル
ー２）の様なものと推定出来る。
て特殊な斜文の地をも つ資料（sｐｅｃｉｍｅｎ２４５Ｃ－１６Ｖ－８８タールにとつ
以上の様な相違がある＠
次にエジプトの紀元５世紀までの出土パイル織物と比較す るとエジプトが麻を主とするのに対しアル・タール
のものは獣毛だけであるという大きな違いがある。第２にアル・タールでは，前述の如く，装飾が少<，実用的
目的にパイルが使用されているのに対し エジプトではパイルが衣１１Mや壁飾り， 覆い布の装飾的効果の為に用いら
れるのが主であって，実用的な敷物と見られるのは，アンティ
らである。
ノエ,L11,土の絨毯に見ら れる様に ５世紀に入ってか
シベリヤ地方出土の秀れたパイ ル絨毯は，先に述べた様に，イラン，中央アジア地方のものと考えられる。パ
ル出土の絨毯も，共に細い糸を使い．密度の高い織物である。１cm当りの経糸ズイルク出土の絨毯もバシャダール出土の絨毯も，共 ，
は12本で，アル・タールの約３倍に当る。パイル密度3600のパズィルク出土の絨毯は，意匠やその表現技術にお
いて他よりも優越しており， 紀元前５世紀にこの様な技術が存在したこ に驚かされる。王室Ｔ房などの生産かと
も知れない。アル・夕 －ルで最も密な波頭文の資料でもパイ し密度1920である。
東トルキスタン出土の絨毯|析片は，ほとんどのパイル糸がカラフルに染色されていて，パイル糸で意匠を表現
しようとしているがアル・タールでは２，３のパイル織物に見られるだけである。
第２にパイ ﾙ密度は報告されている限りでは、 229～578（10cm平方）にあり．ドゥラ・エウロポスやアル・夕
－ルの密度の中間に位置している。
第３の違いは，
色を用いたり．，
先に述べた様に一枚の織物に使用される色彩が豊かで， 幾何文様や波頭文を表わすために三原
最椚効果を見せるなど色彩に留意している点である。パイ ル糸の色の色調を徐々に変え．
ところが東トルキスタンでは，アル・タールと同様，パイル絨毯に波頭文が見られる(図１－２９参照)。
結びの分布上の頬似及びパイアル・タールは． )し織物の技術的類似から，ドゥラ・エウロポスと１両|じ織物文化
闇に所属していたと考えられる。また波頭文の存在や，ウール圏であること，Ａ１タイプの出土点数が多いこと
などから，中央アジアとの関係も杏定することは出来ない。
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おわりに
アル・タール出土織物の年代は，放射性炭素法によれば，最も古いもので紀元前1030年，最も新しいもので紀
元170年で，紀元前後に最も集中している。
織物の年代を決定するために， 織物の技術の巧拙のみで考察することは出来ない。 そこには，技術の後退．地
方性，用途の差などの問題が残るからである。従って，
決定に役立つ様に思われる。
織物に表れた文様や技術」為の総合的類似性が比較的年代
タールの出土織物の文様と類似する文様が見出せる他の遺跡は、アル｡ パルミラ，ドゥラ・エウロポス，レタ
－洞窟，ノイン・ウラ，ローラ＞
れ，波頭文はレター洞窟を除く，
である。ＬＨ字型文は，パルミラ，ドゥラ・エウロポス，レター洞窟に見出さ
他の遺跡に見出されるがパイル織物に見出されるのはローラ ンのみである。
これらの遺跡は，ドゥラ・エウロポスが，前３世紀～後３世紀，ノイン・ウラが紀元前後，パルミラが後１～
3世紀，ローランが後１～４世紀，レター洞窟が後２世紀である。
アル・タールのパイル織物が，多くの点で類似していたのは，ドゥラ・エウロポスのものである。ドゥラ・エ
ウロポスの織物のほとんどは，城壁と塔から出土しており，出土層位の状況からみて，共に都市形成期の末期に
属している。 従って都市が放棄された256年以前の製作と考えられる。 放射性炭素法の結果を考慮に入れると
アル・タールの織物は，
造ろう。
紀元後数世紀の問に製作されたと思われるが， 共伴川土品からも検討される必要がある
すでに述べた様に，結びのタイプなどの類似から，アル・タールはドゥラ
もっていたと推定出来る。
エウロポスと類似の地方的性格を
イブが出土品中１点のみ報告されていて，ただ結びのタイプで見る限り、 ドゥラ・エウロポスでは，Ａ１夕 そ
アル・タールでは18点あり，全体の36％を占める。Ｂ２タイプは，ドゥラ
％と共に高い出土率であることが指摘出来る(表１－５参照)。
の出土比率は8.3％に過ぎないが，
エウロポス58.3％，アル・タール44％と共に高い出土率であることが指摘出来る(表］
相違点が多く，Ａｌタイタールと同時代の織物との間には，タイプの存在するエジプトのアル,ところがＢ２
他に波頭文をもつ絨毯がローラ＞ﾌﾟの出土比率が高いことは、むしろ中央アジアと共通するものがある。 にもア
ル．タールにも存在し，加えて階段文の類例が，中央アジアに多く見られることなどから，アル・タールは中央
アジアと何らかの関係があったと見られる。
中央アジアには，当時，歴史に名を残す大)]氏とそれに続く貴霜（クシャン帝国）が版図を広げていた。大月
氏と安息（パルティア）は隣接し，漢書西域伝には「大月氏，民俗銭貨，與安息同」と書かれている。
３９）
パルテイアはスキタイ系の＿部族力､ら出た民族という説があり，「大月氏本行国也，随畜移徒，與旬奴同俗｣の
これらの中央アジア的要素が影響を与えたに記述も見出せる。アル・タールの位置から考えて，土着の文化に，
いは中央アジア的要素は土着文化と共通性があ )たのかもしれない。アル・タールにパイル織物
|i物と違ってパイル織物は，アル・タール住民の
違いない。ある
が多く存在することから，これを読み取ることが出来る。他の織物と違ってパイ
生活習慣に根ざした生産物であった。
，の分布と現在の分布には大きな違いがある。 現在ではｌ地域に１タイプの結
．今のところはっきりとした理
ル織物の結びのタイプ当時のパイ
びが見られる。地域毎に１つの結びが，どの様にして何故選択されて伝わったか，
由はわからない。
幾何学文と植物文の表現にそれぞれ効果的な結びを選択したｃ１．
ﾌーフィダーン119807４
2．民族の移動と伝統。
3．伝播(例日本，スペイン)。
地域によって条件も異なるである現在の段階では，いずれとも決め難く，などが各人各様に提出されている。
今後の究明が待たれるのである。フ○
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１－３経緯の構成とその統計的傾向
はじめに
本稿では，１－１および織物集成に記してある計測値に基づき，グラフを作成し，統計的分析を行い，全体傾
タール遺跡出土織物の|’[格を明らかにし ようとするものである［同を把握することによって，アル
計測値に基づくグラフの作成に 太田が岡山県月の輪古墳から出土した80種ほどの紹帛について行グラ あたっては，
ｌ）
つた方法をﾎﾟﾘ用し，
べてが平織組織であ
問題である。まして
２）
因iiI官となる。従って
太田が対象とした月の輪古墳の絹帛はす全体傾向に関する分類方法もそれに従う。 しかし
識 ったため，それ以外の組織の織物に，
してや，異った組織のものどうしをこの
このグラフに準拠する考えがどれほど適用できる ｶﾖは
方法によって比較するとなると，その解釈と取扱が甚だ
し，本稿ではアル・タール遺跡出土織物のうち最も多い平織それについては今後の課題と従って，
組織のものだけを対象にする。
（１）グラフの解説
(|）グラフがもつ要素とその性質
このグラフ作成に必要である織物の計測値は，
３）
見かIﾅ上の糸の太さ（Apparentdiameferofyarn） 単位､ｍ；Ｘ｣）
単位本/cｍｌｙ糸密度（Density）④フ
４）
である［ ①と②ともに経糸と緯糸の計測値が必要であ る。
ｂ，兄かけの糸の太さ
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図１－５５グラフの構成要素 糸密度の飽和状態
(ａ、ｂは緯糸、ｃは経糸一経緯糸共にカバーファクター＝１０）
図'１－５６
ラーフィダーン１１９８０
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グラフは，横軸を糸の太さ(x)の対数，縦軸を糸密度(y)の対数とする，両対数座標を用いる。そして，各織物の
経緯両糸の計測値に基づき，その点を座標におとす。この時，同一グラフ上には，経糸と緯糸の点が共にとられ
経糸点は黒丸(･)，緯糸それぞれの点を経糸点および緯糸点と呼称し，るので，これを区別するため，本稿では，
同一織物のものである場合に， これらの点を直線で結び，点は線分の端(-)として表記する。 また、各経緯糸点が，
５）
これを連結線と仮称する(図１－５５)。
横軸(糸の太さ)上10mmの点へ斜線をひく。 太田によれば，この
すなわち，経緯糸各
また，縦軸（糸密度） 上100本/c、の点から，
６）
線Iま基準線と仮称される。この基準線と'よ， 糸密度の飽和状態を示す線である（図１－５６)。
点のどちらかが，この線上にある場合には，線上の点に相当する経緯どちら
あることが示される。
力猶の糸が有する間隙が理論上皆無で
基準線は，繊維工学でいうカバーファクター（coverfactor，被覆度） に関係する直線であるといえる。 カバ
７）
－ファクターと'よ，簡単にいえば，経緯糸どちらか一方の糸を考えた場合，その糸が平面をカバーする害'1合を表
８）９）
わしている。そして，近似的に糸の太さ(m､)×糸密度(本/c､)の数値で表わされ，織物の通気|生と関連が深いと
されている。
１０）
すなわち，カバーファクター＝10になる点が集まり直線となったものが，この基準線である(図１－５７)。言い
換えると，基準線上にとられる経緯各糸の点は，被覆度100％の点である。この線は，このグラフの特徴の一つで
後述する経緯各糸の構成に よる織物の分類の基準とを る線である。いわゆる織物の性格がこの線との関係あり，
で判断できる。
両対数グラフ上においては，この基準線に平行な直線は，次のような関数で表わされる。
logｙ＝－１０９ｘ＋logｐ
↑↑
（本/c､）（m､）
従って，
ｐ＝ｘｙ
ｌｌ）
である力､ら，このｐｌまカバーファクターである。
すなわち，基準線はｐ＝１０の直線，
１０９ｙ＝－logｘ＋ｌｏｇｌＯ
↑
coverfactor＝1０
である。
この基準線に対する平行線は， 基準線と同じように，いずれも一定のカバーファクターを表わす直線となる。
例えば，先に上げた関数，式に従うと，被覆度50％すなわちカバーファクター－５の直線は，
ｌｏｇｙ－－ｌｏｇｘ＋１０９５
↑
ｃｏｖｅｒｆａｃｔｏｒ－５
となる（図１－５７)。
ケターは糸が平面をカバーする割合を示すが， それを裏返せば，経糸間あるいは緯糸間にある空間
夕－－５の直線と基準線との間は、経あるいは緯糸
カバーファ
が表わされていることになる。すなわち，このカバーファクター ５の直線と基準線との間は，
の間隙に相当する。
また，被覆度200％すなわちカバーファクター-20の直線は，
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logｙ＝－logｘ＋log２０
↑
coverfactor＝2０
ｌ【Ⅱ】、
、
、Ｅ
、－Ｐ■、
|尹三目
~ヨピョ?１１、、、、￣ となる（図１－５７)。この線と基準線との間は，既にカバ
蔦、、、、、、 、 卜 －ファクター-10(基準線)で，糸間の空間がない状態で、
Z’ あるゆえに，経糸どうしまたは緯糸どうしが，重なりあ
う程度を表わしている。
以上のことから，本稿で取り扱うグラフは，いわゆる
[Ｏ岸
△て「 カバーファクター（被覆度）を可視的に表わすグラフで利一。
、｜、ｋｌ、|、|｜｜｜あることが知られる。従って，経緯両糸の被覆度に関す
、ｋ、|｜|、|、」る織物の性格を論じるには，またとない方法となろう。一ト 、
、、（ii）織物の性格の読み取り方
、、１２１１３０…1。２０３(,…。，in。先にこのグラフが有する要素として，
見かけの糸の太さ（Ⅲ、）
①経糸点，緯糸点（密度と太さ，カバーファクター
の値を表わす点）
１２）
②連糸吉線（経糸点と緯糸点を結ぶ直線）
③基準線（カバーファクター-10を表わす直線）
が上げられた。これらの要素から織物の性格を窺測すを
図１－５７基準線とカバーファクターの直線
る
ことになる。その見方として，各織物を個別的に見る場
その連結線の分布と集積の状況を見る場合が考えられる。合と，複数の織物を一括して，
Ａ個別的に見る場合
ａ経緯糸点の位置
部
部
部
上
下
下
左
左
右０○基準線の下方
１
○基準線の上方
ｂ連結線の傾き，長さ
①基準線内②基準線と交差③基準線外
Ｂ集積と分布をみる
織物の性格をグラフから読み取るには，これらの方法を総括して見る必要がある。
では次に順次説明していく。
Ａ個別的に見る場合
ａ経緯糸点の位置
○基準線の下方（基準線内）
経緯糸点が，基準線の下方（以下基準線内という）にある場合には，その糸間に空隙がある（図１－５８，図１
－６０)。
ﾗーフィタ '９Ｍ8０
ロココ゜その内左上部にある場合ｌＯＯ、、
、
Ｅ．、、
、、｜、h■夕
1￣１
糸も細く密度もかなり込んでいる徴密な織物であ萱50｜、、llI12)、’｜｜:'0’’'5N、！’、｜鑛帥Ｎ、、ｏＷｉＩＪ１ＪＪ
る（図１－５８)。
。その内左下部にある場合
ｌＴ 糸は細いが密度が込んでいないので，かなり脆弱（３）
を締りのない織物である（図１－５８)。
/､猿
ﾐＥ('ｗ－
！
4,)Ｒ=Pに ￣ 。その内右下部にある場合妃」
嚇和「篭iii鯛鰯:|鱒灘澪１組■雲j\Wﾋﾞ1ft騏鰯麗鰯
L'’Ｍﾘﾊ染…,鯛してくる｡詳細は後述する。
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７０ 上り分離堆巳ｂ いては，空隙がない状態にある（図１－５８，図１－６１，
図１－５８個別的な見方（．＿）
（グラフの読み取り方）経糸緯糸 図１－６２)。
この場合には，基］
に近づくに従い，被覆の度合が増していく。被覆の度合が増すということは，
り覆っていくことである。更にカバーファクター-20の線上に達したとき，；
両面に一方の糸しかみえない。すなわち，この状態はその糸の過飽和状態限ｊ
の線を越えることはない。
基準線から ケバーファクタ--20の線
一方の糸が他方の糸を表裏にわた
アクター-20の線上に達したとき，糸は表裏にわたり覆いつくし，織物
この状態はその糸の過飽和状態限界である。平織組織の織物では，こ
従って、 基準線外にでた経緯糸どちらかの点が， 基準線とカバーファ クターー20の線ワ)間にある帯状部分内の
どの位置を占めるかによって，織物の性格が表わされる。右下方に位置する場合には，織物平面に表われた糸が
太く密度もあらいが，左上方の場合には細く密である。
経緯各糸点が共に基準線を越えることは，なお， 織物の幾何学的構造上あり得ない。
ｂ連結線の傾き，長さ
① 基準線内に連結線がある場合
○傾き
｡連結線が縦軸に平行に立つ場合
経緯各糸の糸の太さは同じであるが， 一方の糸密度が他方よりまさっている(図１－５９)《
｡連結線が左右に傾いた場合
この線が左右どちらかに傾いた場合には‘ 糸の太さに相違があるOxll-59)「
｡連結線が横軸に平行になった場合
糸密度が経緯糸ともに均一であっても， 糸の太さが異なる(例１－５９)。
○長さ
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連結線が長ければ，経緯各糸の性状（糸の太さ，’'''１、、
己、
糸密度）に差があり，短かければ性状が近似して：、
菅５， 、、いる。時には，経緯各糸の性状が全く同じであり,葛Ⅲ’ 、|、「,’
経緯糸各点が重なり連結線がなくなることもある￣机 靴ｂ １１）当ｌ」(図１－５９)。 ）１し鍬!、｜劇
／１－－衿－－４=Ｌｌ､/１勺，（８）ｌＮｌｌ、１
④連結線が基準線と交差する場合
上記①の場合と傾き，長さに関する基本的性状は 天
美’同じである。しかし，根本的ﾎⅡ違は，経緯各糸点の
｜、
J-iT、どちらかが，基準線外へでていることである。緯糸 、
斗点がその線外にある場合には，緯糸が経糸よりまさ
り、それを覆い隠すような状態にある。経糸点が線 、|、
ｌｌｌｌｌｌｌ、Ｉ
3-04_【】５.()ｌ(】'0
,11かけの糸の太さ（m､）外にある場合には，経糸が緯糸を覆い隠すような状１Ｍ
届
382-1より分胤
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態にある(図1-59)。
、連結線が基準線外にある場合
このように経緯各糸の両点が，カバーファクター
＝10以上であるということは，先にふれたが織物の
［
幾何学的構造上あり得ない。織物は，経緯糸どちら図１－５９傾き・長さ
（グラフの読み取り方）かが他方の糸を覆い始めると，覆い隠される糸の空
隙は覆い隠す糸に占められ，あるところよりそれ以とはせばまらなくなるからである。
Ｂ集積と分布をみる
本稿の主眼とするところである。
(・－）
経糸緯糸
詳細は後述する((3)統計的傾向)。上記データを集積して，その統計的傾向を見ようとするもので，
Iil）グラフの特徴と効用
このグラフについての諸特徴と効用についてまと以上の事柄から， めてみる、
、このグラフは、カバーファクター（被覆度）を表わすグラフである。両対数グラフの使用は，広範にばら
、グラフでは曲線となる基準線を直線とするなど， その表示と読み取りをかつ普通（つく経緯各糸点を集め，
容易にする。
経緯両糸に関する被覆状態が容易⑳基準線以外にカバーファクターを表わす直線を設定することによって，
に看取できる。
)て把握すると共に， それに基づく織物相互の個別的比較が可能で織物の性格を連結線の性状の観察によ3）
ある。
ついては後述する).簡単な経緯構成法の分類が可能である（これに基準線に基づⅦ
同一織物上で，
で糸密度，；
巴
后
いくつかの計測点を設け計測し，そこから得られた値をこのグラフ上に集積することによ
同一織物とみなし得る許容範附の推定が可能であって，糸密度，糸の太さ，
る、
カバーファクターについて，
きの有力なデータとなる。織物lWf片を同一種と判定するとそれに基づき！}２記許容範囲の推定ができれば，囮
ラーフィダーン119808２
また今後の課題でもある｡）上⑤と⑮ 'は模索の段階であり，(以
⑦集積の仕方と分布をみることによってその統計的傾向を看取することができる(後述する)。
，しかし織
織物の性格
二構成要素から得られたものであるが，ところで，上記の諸特徴は，糸の太さと糸密度という織物の
糸の太さと糸密度あるいは被覆度という要素だけに包括して，物を分析すると多様な要素に分かれ，
を把握することは難しい。このグラ
Ａ・色Ｂ・厚さＣ･重二
こ フに入れることができない織物の構成要素は，
Ｃ･重量Ｄ･硬軟度Ｅ・糸の撚りの方向
１３）
である。この中Ｂ～Ｄまで(よ， とはいうものの，糸の太さと糸密度だけ糸の太さ及び糸密度と無関係ではない。
これら残された要素をどのよ うに加味織物の性格の一部を担うで，その点をカバーできるものではない。今後，
し考えていくかが課題となろう。
（２）経緯の構成
相隣する経あるいは緯糸の空間と糸の太さ，柔軟性の相違などによって，単純な平織組織の織物であっても，
１４】
さまざまなタイプ･のものが織られる。
次の３種に大別し，
覆する。この場合経糸の僥曲がいちじるしく，経糸は
平織組織の織物を経緯の構成の仕方によって，太田は，
~第１類 横畝地合経糸の密度が込み，経糸が緯糸を被覆する。
比較的直線的である。
経と緯はその糸の太さに応じ互いに僥曲し合う経糸と緯糸の密度比率に大きな距りがなく，第２類平地合
もので，もっとも一般に用いられる構成で，その重量は軽く，柔軟である。
第３類綴織地合第１類とまったく反対の構成であり，経糸は疎くて直線状であり，緯糸の僥曲はいちぢる
15）
し<，緯糸'よ経糸を被覆する｡｣としている。
図I-60Balancedplainwaeve（第２類） 図I-62Weftfocedplainweave（第３類）
図１－６０，６１，６２は「ThePrimaryStuctures
ofFabrics」（lreneEmery）挿図
図I-61Warp-facedplainweave（第１類）
〕は経糸を被覆する鴎 鴎
列T IWw n s DI 霞
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これに類似する類別が，ＩｒｅｎｅＥｍｅｒｙによってなされている。Ｅｍｅｒｙは，平織組織（Plainweave）の織物
を基本的に３分類し，
Ｂａｌａｎｃｅｄｐｌａｉｎｗｅａｖｅ （第２類）－（図１－６０）
Warp-facedplainweave（第１類）－（図］-61）
Weft-facedplainweave（第３類）－（EII-62）
rp-facedplainweav （第１
t-facedplainweave（第；
16）
としてし〕る。
そして，Balancedplainweaveとは，
(flexibility）が近似している構成であると
経緯両糸が占める各々の空間が同一であり， その太さあるいは硬軟度
し，Warp-facedplainweaveとは，緯糸に比べ経糸の糸密度が込み
してこの中でも経糸が緯糸を完かつその空間がせばまっているため， 緯糸が経糸によって覆われているもの (そ
全に覆わないものは，経糸が優勢《predominantwarp》とする）であり，これに対してWeft-facedplain
(緯糸が経糸を覆いきれず，緯糸が経糸を完全に覆っているものwarp-facedの正反対の構成で，weaveとは，
わずかに経糸が見えるものは，緯糸が優勢《predominantweft》
の糸が優勢であることによって，平組織に“畝(ribbed)”が生じ
とする）であるとしている。更に経緯どちらか
17）
る傾向があるとつけ加えているが，この畝>|犬の
後者２者の構成の特徴でもある線があらわれるのが，
更に，Ｅｍｅｒｙは，PlainWeaveの中でTapestryを取り扱い，Tapestryには一般的に２つの基本的原則が
あるとし，１つは，むらのない色を織り出すため，緯糸をつめて経糸が隠されること，他の1つは，文様部分に
おいて緯糸が表裏にわたり独立して織られることを上げ， Tapestryは，通常はweft-facedplainweaveであ
18）
るとしている。Ｒ・PfisterとＬ、Bellingerによるドゥラ
Tapestryについて，緯糸の密度と被覆状態，そして文様
エウロポス遺跡.の織物についての報告でも， この
１９）
乾様に関する類似する見解が出されている。従って，先'二pestryについて，緯糸の密度
あげたweft-faced（第３類）は， これらの点からしても重要な意味をもつ経緯構成であると考えられる。
3分類される考え方を紹介したが，ここに平組織の織物が経緯構成の仕方から この分類は，前述したグ
それゆえに，その類別が
さて，
織物の最も基本的な考え方であり，〕つの類別は，ラフの基準線に基づき可能となるに
持つ意義が大きいことは言うまでもないｃ
（３）統計的傾向
アル・タール遺跡出土の平織には，羊毛と木綿，麻の３種がある。 発掘された洞窟すべてにわたる平織を， 経
基準線を指標にその傾向を看た結果， 別表（表１－ブラフイヒし．と緯の糸密度と糸の太さとの関係から無差別に
７）のような材質別傾向があらわれる。
第１類に入るものは，木綿織物の断片３点だけである。第２類に
は，羊毛，木綿麻の各織物が入り，第３類には,木綿のものはな
く。羊毛と麻のものが入る。
羊毛 木綿 肺
第１類
麻の各材質からなるこれら織物は， 量的には羊毛の羊毛，木綿，
第２類ものが非常に多い。それに比べ綿と麻のものはわずかであるが，
麻のものは極くわずかしかない。なかでも比較的木綿のものは多く、 第３類
そこで，次に別表（表１－７）に基づき，材質別にその傾向の看
取を試みる。
表１－７材質別傾向
ラーフイダーンl191HIO8４
第１類（warp-faced）
これは木綿のものだけである(図１－６３)。 全部で３点
であり，すべてに織耳が付いている。点数が少ないため
集積による傾向の看取は望めない。そこで，次にこれら
資料の個別的な説明を付しそれにかえる。
Ｂ－８洞窟出土Ｃ－１４－ｍ０ﾇ１１－６４）
最大長23.8cm，最大幅13.0cmの織物でやや鈍い赤
味がかった黄色を呈している。経緯ともにＳ撚りで
ある。グラフ上にあらわれた傾向を見ると（この場
合には経緯両糸共に糸の太さに差があり， 細いもの
経緯の組と太いもの両方の計測値がでているため，
み合せを４つ考えなければならない),連結線がグラ
フの左上部にあるので，全体的に糸が細く，密度が
込んでいることがわかる。連結線の上方に経糸点が
下方に緯糸点があることは，経糸密度が緯糸密度よ
りまさっていることを示し，更に連結線が長いこと
第１類木綿織物
（Ｂ－８Ｃ－ｌ４－ｍ）
図'１－６４その経緯の机違を裏づけている。 またその線が
，経緯相互の
'よ．
'頃むいているものが一部にあることは､
ｌｐＵ、
－、
Ｅ 、
、号 、造Ｘ５Ｕ
屋４１）
Ｉ
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、『１'１ⅡⅡⅡ
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１Jかけの糸の太さ（Ⅱ,w,）
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Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｆ
８Ｃ－ｌ４－Ｉｌｌ木綿（第１瀬）
１Ｃ－５３－２木綿（第１＃【[）
３Ｃ－７５－２′k綿（第１鮒）
Ｉ６Ｖｌｌ６－ｌ木綿
７Ｃ－Ｏ５－Ⅶ′kjWll
I7ⅣＭＫ４４６木綿
３Ｃ－７５－４－Ｉ）木綿【縫い介せ）
５ＣｌＯ２２木綿
１
２
３
４
５
６
７
８
ｉｌ１ｌｉｉ{Ｍ１''''1(ｉｉｌｉ１ｉ１ｌ１Ｈｉｌ|}ｌｉｌｌｌｌｌｌ１{ｌｌｌＭｊ{ｌＩｌｌ霞（・一）
経糸緯糸
図１－６３木ﾎﾟ帛織物
(1)(2)(3)がｗａｒｐ－ｆａｃｅｄ（第１類）
図１－６６第１類木綿織物（横方向が経糸）
（Ｆ－３Ｃ－７５－２）
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糸の太さに相違があることを示している。また，一部の連結線は，基準線と交差し，経糸点がその線外にあ
り，このことは，この織物の一部分が，経糸優勢の状態すなわちＥｍｅｒｙがいうwarp-faced（第１類）の経
緯構成にあることを示している。実物を観察すると， 確かに織耳に近づく程その傾向が強く なり，遠ざかる
程balanced（第２類）になる傾向が見られるが，しかしこの傾向は，織耳の反対にあたる破損部分にのみ顕
箸であるため，中央部が確かにbalanced
F-1洞窟出土Ｃ－５３－２（図１－６５）
力､どうかは明瞭に確認できない。
最大長3.4cm，最大1幅2.0cmの小さな断片であり，茶色がかった明るい黄色を呈［
見える。経緯ともにＳ撚りである。グラフ上の連結線の傾向を見ると，その長さズ
雪がかった明るい していて，一見麻のように
刀傾向を見ると，その長さがかなり長く，また基準線
このことは，経緯構成がwarp-faced（第１類）であ
左下部へかかりぎみの状態で，やや右に傾斜するよう
であるがかなり密度差があることを示している。
経糸点がその線外に緯糸点が線内にある。と交差し，
ることを示している。連結線は，グラフの左上部から左下部へかかり
に立っているが，このことは，経緯の糸の太さは同じであるが，かな
F－３洞窟川-ｔＣ－７５－２（図１－６６）
経緯ともにＳ
皆は．全体的
その色は薄い赤味がかった黄色を呈している〔最大幅3.5cmの小断片である。最大長5.1cm、
Ｃ－５３－２の資料に類似するが， その位置 ，
糸が細く密度が高い。
撚りである。連結線の傾向は，上記Ｆ－ｌ洞窟出土，
に基準線沿いにグラフ左上部へ上がっている。従
同様にwarp-faced（第１類）である。
って． 上記Ｃ－５３－２の資料よりも
ことが次の資料か ら考えられる。以上のものが第１類の綿織物であるが， きわめて興味深い
Ｃ-16洞窟出土Ｖ－ｌｌ６－１（図１－６７，Specimen
最大長38.6cm，最大幅24.6cmの赤味がかった黄色
を呈するもので，経緯ともにＺ撚りである。グラフ
29）
その傾直を見ると基準線内左上部に連結線があり，
線が短く経緯糸点が互いに接近し あっている。Iま，
と密度が均一である経緯の糸の太さこのことは、
balanced（第２類） の構成であることを示している。
〈徴密な部類連結線の位置は，その中でも締りがよ
に入る織物であることを示す。
しかし。興味深いことには，確かにこの織物はそ
balanced（第２類）
分は，経糸しか見え
戊である。従って同
のほとんどの構成面において，
織耳に近い部分は，経'
(第１類）の構成である。
の構成であるが，
ずwarp-faced
-織物が２ つの経緯構成状態を呈していることにな
る。
上記資料に従えば，warp-faced（第１類）に入る木
すべてが織耳に近い部分に特有な経緯構成綿織物は,
であると考えられる。言い換えれば，同一織物の中に，
warp-faced（第１類）とbalanced（第２類）の経緯構 図１－６７木綿織物織耳付近拡大（Ｃ－ｌ６Ｖ－ｌｌ６－ｌ）
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緯糸を交差させた厚手羊毛織物などに見られる経糸を数本引き揃え，成の状態が混在することになる。これは，
織るときに作用する緯糸の張力（tension）が，単に緯糸を織り返しただけのものであるため，のものと比i皎して，
その経糸間の空間を引き縮めた結果生じた経緯の構成状態であると考えら織物の端にあたる経糸に直接影響し，
れる゜従って，前記Ｂ－８洞窟![Ｆ１ｔＣ－１４－ｍＦ－１洞窟出土Ｃ－５３－２，Ｆ－３洞窟出土Ｃ－７５－２
を基本構成とする織物の耳に近い部分にすぎないと考えられる (このことは織の各資料は，balanced（第２類）
物断片を取扱うことの難しさを万示している)。
この仮定に従えば，前記Ｂ－８洞窟出土Ｃ－ｌ４－ｕの資料で観察されたwarp-facedからbalancedへの移
行状態は，上記Ｃ-16洞窟出土Ｖ－ｌｌ６－１の資料によって確認されたことになる。またこの第１類に入る小断
の構成をもつ織物に接合する可能性が示片のものは、balanced（第２類） 唆される。
従ってこれらの結果，第１類にあった木綿織物が，第２類のものと同一である可能性がでてきた。量的にみて
も，その可能性はつよいといえる。
第２類の木綿織物の中から第１類に入る木綿織物に対する比較例として，さて，ここに， 一例を示しておく。
ここに示す資料は，また，
て重要な資料である。
Ｃ－ｌ７洞窟出十Ⅳ－１
織物の経緯両糸の密度と太さに関する許容施囲推定上の手がかりとなるべき， きわめ
17 窟出土Ⅳ－ＭＫ－446（Ｓ]P
最大長22.3cm，最大幅21.3cmで，
(Specimen30）
薄茶色がかった黄土色の基布に， 緑色の大きな格子文様が織り出され，
縫い合せの跡が２ヶ所 に残存すると共に， その跡線に直交する線上に５cm余りの長さにわたり，織物の端を
巻き込み縫製した部分が付いている。これが非常に類似する織物は，断片にして50余点数えられる。そこで
格子文様からこれらが程同一織物であることが確認
その全点計測値を同一グラフ上に集積されるので，
してみた(図'-6s)｡その結果達結線峰ｸﾞﾗﾌの：１１`辰 「－桿Ｈ－ﾄﾄﾄ基準線内，左上部と左下部の中程に集まりbalanced得、｜(第２類)の構成となったが,その範囲内において経鐵'１、、
やビ 、ｋ緯糸点ともにかなりのばらつきが示された。従って，３(） 、△、臘侭蕊準 ；小断片であるため，組織がゆるんでいるものがある 蕊餘＿灘黛
1毛－--Ｌ＿＝＋￣~
ことを考慮するとしても，同一織物と見なし得るそ，，
の許容範囲は，グラフ１２においてかなり広範な広が
未りを示すことがわかった｡また,経糸を一定間隔にｉに張り，そこに緯糸を通すことによって，構成される
、
、織物の一般的な性格上，同一織物と見なし得るもの２ 、
、の経糸点は，相当近接の>|犬態にあるはずだと考えら、、
、
れたが，経糸点のばらつきにもかなり広範な分布がo」Ｏ２０８ｑ４(1５ＬＯ２｣）３０４()5｣）ｌ(１０見かけの糸の太さ（nm）
示された。これは，織るときに経糸の張り（tension） 図１－６８許容範囲の推定（Ｃ-17洞窟）（・－）
経糸緯糸が弱いために生じた現象であるか．あるいはその弓長あるいはその張
りが半固定的な ものであるかいずれかの原因による
ものと推測される。また，前述のような同一織物内
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での経緯構成状態における不均一性は見られない。
以上のように，木綿織物には、 羊毛織物に顕著に見られるような厚手の織耳とは異な ﾌた織耳が存在する。
２０）さらに木綿織物には,かなり特殊なものがあり（F-511iil窟Ｃ-1002,Ｓｐｅｃｉｍｅｎｌ６），羊毛織物とIま性格
を異にする。しかし１点だけであるが,経糸始末において，羊毛のものに類似するものがある。Ｄ－７洞窟ILHt
一応この資料について説明を付しておく（Ｃ－０５－Ⅶという資料である。
Ｄ－７洞窟出土Ｃ－０５－Ⅶ１ｺ窟出 ０５－Ⅲ（凶1-69,凶１－７０，Specimen5）
最大長6.6cm，最大幅62.0cm，薄い赤みがかった黄色を呈する。 同じ幅で縄状の経糸始末がある。
基準線内左上部下方に連結線が位置し，グラフでは，
斜している。
その線は経糸点をやや左上方にして少し右方向に傾
その線の長さは短い（緯糸については， 太いものと短いもの２つの計測値がでているので連結
線は２本とした)。従って，
のであることが看取される。
このグラフ上の連結線の位置からは、 balanced（第２類）の経緯構成をもつも
｢が細くまた密度も込んでいるが，経糸点その性状からは，緯糸に比べ経糸の方が細くまた密度
よりも緯糸点の方が基準線に近いので， 経緯各糸が有する空間においては経糸の方がより広いことがわかる。
第２類（balanced）
羊毛織物（図１－７１）
糸の太さ0.3mm～１mm，糸密度４本～22本の範囲において，基準線沿いに，グラフ左上部にむかって，，流れるよ
この範囲内うな分布が認められる。分布の中心は，糸の太さ０．３５mm～0.7mm， 糸密度８本 ～20本の範囲である。
の分布に対して， またグラフ右下部へむかう分布が認められる。
基準線に平行な直線を下していく と，ほぼカバーファクター-70という線上にある。これらの分布の中心は，
既ﾛｰﾛ$￣j1.1..-￣~￣￣~1-~｣UI11-U･凸UDUr-･~弓lグーⅡ｡平ﾛDIDⅡﾛ貼一--
１蝋i#(ｉｆ:灘;肝!；:i:i:lli恥:１１:澱卜11;,/,!いい津』｣$:..,瀧;ｉ
比L41U､!｡:;《111￥１１.噂:藍』;;MI1W-ご効.!』:’'1!！…--や；,:．§::--
図１－７０組織拡大（図１－６９）図１－６９繩状経糸始末、木綿織物
（Ｄ－７Ｃ－Ｏ５－Ⅶ）
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(１cm内）が経緯両糸が占める空間〕て流れるような傾向を示す， これは，この線に沼かもこれらの分布は，
ほぼ互いに同じであることを示している。
木綿織物（図１－７２）
連結線が放射状に分布する｡更に２つの場所において，糸密度６本～25本の範囲内で，糸の太さ０．２５mm～１ｍｍ，
こともでき３つの分布が形成されているというている。つまり，1つの分布ができかかつこれらの左上に，もう
に比べると集中度が高い，全体的に羊毛のものる。また､
基準線と平行なカバーファクター-55という線上にある。そして，その中心から連結線３つの分布の中心は，
が経緯互いに異なることを示している（これは経緯両糸が有する空間 (１ｃｍ内）が放射状に広がっている〔
麻織物（図１－７３）
従って，ここではグラフ上の比較資料となり得ない従って，集積は望めず，第２類の麻はわずかしかない。
傾向のみを記する
の範囲内に分布がある･15本～16本(緯糸)〕本～９本(経糸)，糸密度７本～16本糸の太さ０．５mm～0.9mm，
また緯糸点は基準線に接近するか，またその線は長い。してたつ傾向にあ緯糸点を上方に り．ほとんどのものが．
Ｆ－ｌｌｌ可窟1LH-hんどない。(例えば，すなわち経緯各糸が有する空間がほとあるいは基準線上に位置している。
lど，図１－７４）
(weft-faced）
i物（図１－７５）
Ｃ－４５など，
第３類（ｗｅ
羊毛織物
この傾向一 Fにあるものは非常に多い。
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図１－７２木綿織物（第２類）（.－）
経糸緯糸
図１－７１羊毛織物（第２類）（・－）
経糸緯糸
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糸の太さ0.25mm～２mm，糸密度４本～60本と非常に広範に分布する。特に糸の太さ0.35mm～0.7,,,糸密度８
本～35本 〔この場合には８～12本(緯糸)， 38本(緯糸)，１３～16本(緯糸)と考える必要がある〕に集中し，更に２
つのタイプに分かれる。１つは，グラフヒの経糸点の集り（糸密度８～12本）から，基準線を越え，２つのうち
１つの緯糸点の集り（緯糸密度13～16本）へむかって分布する群であり，もう１つは，同上経糸点の集りから，
同じく基準線を越え，前者と異なった緯糸点の集り（糸密度38本）に分布する群である。連結線は後者の方が長
前者は緯糸点が基準線とカバーファ クター-20の線の中間にあり，Ｅｍｅｒｙがいう緯糸優勢（predominantい□
weft）の経緯構成であり，また緯糸が経糸に比べかなり太い。後者は，緯糸点がカバーファクター＝20の線上に
近接しており，完全なweft-facedで，経糸よりも緯糸の方がかなり細く密である。
全体的傾向を兇ると，すべてが基準線を越え，その中ほとんどのものが，カバーファクター＝20の線に近接し，
いわゆる第３類の顕著な特徴を示している。また連結線のほとんどが，たつ傾向にあり，同一織物における経緯
糸の太さの均一性が表われている。しかし，糸の太さ及び密度ともに，かなり粗なものから徴密なものまで広範
である。
麻織物（図１－７３）
ほとんどがこの傾向下に入る。資料が少なく集積望めない。
糸の太さ0.5mm～0.9mm，糸密度７本～16本〔７本～９本(経糸)，１５本～16本(緯糸)〕の範囲，連結線は基準線
をやや越えている。緯糸優勢（predominantweft）の傾向である。
しかし，注意すべきことは，第２類の資料（例えばＦ－ｌ洞窟出土，Ｃ－４５など，図１－７４）とこの第３類の
もの（例えばＦ－ｌ洞窟,LH土，Ｃ－５２－２－ａ，ｂなど，同１－７６）が， 両者ともに同じ洞窟出土で， 共に薄い赤
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基準線を越えるか越えないかを別
ることである。従って．第１類の
かつまた連結線の性状も近似し，味がかった黄色を呈し，経緯両方がＳ撚り，
同一種と考えられ ，
ても，同一織物が２つの経緯構成の状態を呈してい
こ近接し大差がないことから，両者ともに基準線Ｉにすれば，
この場合においても，ところで紹介した木綿のものと 同じように，
とと推測される。
結果
上記の経緯の構成に基づく統計的傾向とそれに関連する織物の観察から看取された諸点をまとめてみる。
(1)基準線を指標とし，従来の３分類法を行った結果，材質別に類似・相違がみられた（表１－７)。第２類の
平地合ふう（balanced）の経緯構成は，羊毛，木綿，麻の各織物にみられたが，木綿織物には，他にみられ
るような第３類の綴地合ふう（weft-faced）の構成がなく，他にはない第１類の横畝地合ふう（warp-faced）
の構成が認められた。
分布の統計的傾向をみた結果。(２）
①第１類の木綿織物および第２．３類の麻織物は，統計資料として削除するを余儀なくされた。その理由は，
○両者ともに統計的集積を行うには数量が少ない。
第２類が担う織耳に近い部分であると推察される，○第１類に入る木綿織物は，
以上２つである。従って，；
ざるを得なかった。
しては．第２類の羊毛織物．木綿織物，第３類の羊毛織物とせ統計資料の対象と
第２類の羊毛織物と木綿織物の分布範囲はほぼ一致した。④
しかし，その中で連結線の集まり方が相違した。
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羊毛織物一流線型
木綿織物一放射型
③第３類の羊毛織物は，
木綿織物に比べると集中度小さい
２つ（あるいは３つ）の集まり
数量も多く，糸の太さおよび密度と もにかなり分布が広範であった。 また集まりの
傾向が２つのタイプに分かれたが どちらも同じ範囲内 に経糸点があり， 経糸間の空間が各織物において－
定化する傾向が見られた。アル・タールの織物には，このように第３類に入るものが多く，これはアル・タ
ールの織物の特徴である。
織物が一般的に示す糸の太さと糸密度の性格がわかった。(３）
基準線沿いに分布する傾向にあること（
（４）若干の考察
上記集積傾向に関して，第１類の木綿織物は， 第２類の耳付近である可能性が示唆され， た第２．３類の麻
第１類の木綿，第
比較を試みる。比
ま
織物と共に極めて資料数が少ないため！ 統計的比較資料として削除せざるを得ない。従って，
２．３類の麻のものは，とりあえず除き， 次に第２類の羊毛と木綿の各織物の傾向について，
西アジアにおける紀元前後当時の木綿織物について， 従来その出土量が稀有なこと較を試みるのは，
インドから将来
などから，
２１）
ﾄﾞｶ､ら将来されたものであろうとする推狽ﾘが行われており，この推測が， 他地域に比べ比較的1LH十量が多い
と考えられる当遺跡の木綿織物と同じ経緯構成を もつ羊毛織物とを比較することによって，証左できないものか
同じ経緯構成をもつ第２類に属する木綿織物と羊毛織物を相互に比較と考えたからである。またそのためには，
することが簡要であろう。
両者を比較して，まず類似する点は，
①分布範囲がほぼ同じである。
羊毛一糸の太さ0.3mm～1.0,,
糸密度４本～22本
木綿一糸の太さ0.25mm～1.0ｍｍ
糸密度６本～25本
以上である。対して相違する点は，
羊毛織物の場合，
木綿織物に比べると均一にバラついている。①集まりは1つであるが，
②分布は，基準線に対し，基準線に対して平行に流れるような流線形を呈する。
③分布の中心には，カバーファクター＝70という線が引かれる。
木線織物の場合
①２つもしくは３つに集まる。
②集まり方は，放射状である。
③２つもしくは３つの分布の中心は，カバーファクター-55の線上にある。
以上である。
糸の太さ，糸密度においては，両者に同じものがある羊毛と木綿のものと
ことを示している。
二分布範囲が同じであることは，ｔｊｌ
ラーフィダ 1９８０ｑワ
羊毛のものは基準線と平行する流線型(図１－７５）しかし，異なる点もある。それは連結線の集まり方であり，
木綿のものは２．３に集まり分布する放射型（図１－７６）を図１－７６）を示す。このことは何に起因するのか，まず；この点
推考を試みる。経緯糸が有する空間に視点をおき，について．
羊毛のものが，基準線に対し平行に流れるように集まることは，
則性があることを想起させる。しかるに，木綿のものは，経緯糸‘
問には，規則性は見られない。
経緯両糸が１cm間に有する空間に何かしら規
経緯糸点が放射状にばらついていて， 経緯が有する空
例えば，lc㎡の面をとり経緯を共に一方につめたとすると， その面内に残された空間が， 正方形を呈するよう
．１㎡の面をとり経いわゆる規則性が羊毛織物にはあるが， 木綿織物には，そのような規則性は見られない（な！
緯をつめたとしても， そこに表われた空間の形は， 各木綿織物によってさまざまである。
これらの空間の規則性，不規則性は，；
示す空間の規則性は，１つの要因として，
経緯糸の張力（tension） に関係していると考えられる。 まず羊毛織物が
起こり得る現象経糸と緯糸の張力が同じであるような状態のときに，
木綿織物の場合には経緯糸の張力が相互に不均衡であるために生であり。一方! じた不規則性であると考えら
れる゜果して，織るときに，経糸と緯糸の張り（tension）を等しく一定に保つことは可能であるのか，あるいは．
このような状態を維持する織機があり得る だろうか。 あるいは， この空間の規則性は他のことに起因するのか，
いずれにしても，これらのことは，今後追求されるべき問題であろう
次に， 羊毛織物が綿のものと同じ分布範囲内でゆるやかに’ つの分布を示す傾向に対して，綿織物には，２つ
あるいは３つに集まり分布する傾向があるが，
綿織物の集まりは，基準線沿い下から、Ａ；
この点について若干の推考を試みる。
Ａ群，Ｂ群，Ｃ群とすると，
灘繍繍繍臘鰯灘|;灘灘'1灘灘灘|蝋灘几』！
図１－７７縫い合せ木綿織物
（Ｆ－３Ｃ－７５－４－ｂ）
図１－７８組織拡大
（図１－７７）
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Ａ群糸の太さ０．６mm～0.8mｍ
糸密度９本前後
Ｂ群糸の太さ０．３５mm～0.5,,
糸密度14本前後
Ｃ群糸の太さ０．２５mm～３，，
糸密度１６本～23本
というような範囲に分布する。 Ａ群は一般的にいえば粗い部類の織物といえ， Ｃ群はそれに対して繊密な部類の
B群はその中間的なものということになる。もの｡ 態る゜従って，この集まり｜
と考えられる。というのは、
この集まりはいわゆる品種の相違を明示している。
これらの品種は，また同時代のものである 上記Ａ群とＢ群の品種に入る各断片が
縫い合わされた資料が１点あり、 その資料がこのことを裏づけるからである。 資料はＦ－３洞窟から出土した次
のものである。
F－３洞窟出土，Ｃ－７５－４－ｂ（図１－７７，［
両者とも赤味がかった黄色を呈し，断片でｚ
先にふれたＢ群に，大きい断片はＣ群に入る。
(図１－ ７，図１－７８）
Lし、断片である。こ（この２枚が無造作に縫 い合わされていて， 小さい断片は、
経緯構成の状態の違いを除けば他は近似する。
従って，この例からして， こにおける品種の相違が時代差を反映するものであるとは考え にくい。
さて，以上のように！ 羊毛織物は分かれないにしても， 参 〈の品種を包括していると考えられる（ これに対し
て，木綿織物は統計的には３つの品種だけである。 このような相違はなぜ生ずるのか「 材質的相違（用途）によ
るものなのか，あるいは，木綿がある種の均一化の方向にむかっているのか，またあるいは木綿のある種のもの
２２)２３）
がインドから輸入された事実を裏づけるものなのか，今のところ，その答は>|乎来に譲らざるを得ない。
２４）
今後まず考えらiれること'よ．３つにわかれた品種を相互に比較してみることであろうし．あるいは．それらグ
２５）
ルーフ゜ごとに品種の同定を試みることであろう。
おわりに
最後に．今後の課題となるべきことを上げておく。
多くの織物の断 片資料あるいは同一織物をグラフに取り， 見やすくして，比較検討を行うことによって．同１．
一種である織物の糸の太さ，糸密度，被覆度におけ
の道がひらける。
2．当時代の木綿織物を詳しく調査することによって，
そのためには，本稿で得られたアル・タールの木；
る許容範囲の推定を行う（ これによって織物の型式学へ
その織物の背景にある人間集団の動向を探る。
タールの木綿織物の傾向を詳細に分析し てみる必要があろう。
本稿における統計的分析と傾向の把握により， 以上のようなさまざまな問題が提起された。上記１は，今後の
う。また上記２における調査は、従来の一般概念をくつがえす織物の分類の指標となるである研究によっては，織１
可能性を秘めている。 特に中でも木綿にかかわる交易 の問題を解明する 未だ不明確な紀元前後当時にお二とは，
ァ西南部の歴史を解き明かす手がかりとなるであろう。けるメソポタミ
ラーフイダーン１１９８０9４
註
１）太田英蔵「絹帛」月の輪古墳刊行会「月の輪古墳」１９６０所収
2）例えば，１－１で畝織組織のものがあるが， これを本稿で取り扱うグラフにプロットすると， 太田の分類による第３
類の羊毛織物と同じ傾向になるものがある。 また斜文組織のものの中にも，第３類のものと同じ傾向（例，Ｄ－３洞
なるものがある。しかし特に前者の場合には，グラフから看取される窟出土，Ｃ－０６－Ⅱ－a，Ｃ－０６－Ⅱ－b）になるものがある。しかし特に前者の場合には，グラフから
傾向と異なり，織物の平面の状態は，平織組織の第３類のものとは相違する。従って，このことを考慮すると同等比
較が困難となる。
3）１本の糸であるときと，糸が織物になったときとでは，糸の太さと形状が異なってくる。糸の太さがほぼ均一である
と仮定すれば，織物にな 〕たときの糸は経糸と緯糸の交差部分は他の部分に比べ細〈 また糸の断面形状も円形なる。
から楕円形と変形する（註１前掲太田論文)。そこで，ここでいう糸の太さとは，糸の交差点部分ではなく，最大にふ
くらんだ部分，すなわち断面形態でいえば，楕円の長径を指す（註１参照)。
4）見かけ上の糸の太さと糸密度の計測値は，１－１および織物集成に基づく。
このグラフの作り方から考えると， 経緯糸２点は， 計測に基づく根拠ある点である。5） しかし，連結線は何の意味をも
っのか。２点が同一織物であること を示すだけなら曲線で結んでもよいわけであるがく
しかしこの線分は，同じ織物がもつ許容範囲内において，経緯糸点が，任意にひいた線分の中で最もこの線の近くに
集まる意味をもつものと考えられる。
6）太田英蔵，前掲論文198頁
太田は‘ この対角線は相隣する経または緯糸が占める距離に相当するとし． 基準線と呼んでいる。従って，本稿でも
I()、基準線と呼ぶことにする。
7）田中道一「織物の幾何学的構造」 符
=敵
'字
｜｜へ
基機繊維工学編集委員会「基機繊維工学Ⅲ第１編織物」日本繊維機械学会 遡蜘鐺
1967所収
なお，経， 緯糸を同時に考えるクロスカバー ファクター
７
６
５
４
(clothcoverfactor）という考え方もある。
８）“Coverfactor（diametermm×yarnnumbers/cmbywarp
andweft),,,Ogawa＆Naruse，Ｔｅ蛇tiijesqmAﾉﾉjed
MptermZs,ＡＬ－ＴＡＲ,IeditedbyHideoFujii,1976,ｐ､１２１
９）平沢猛男・成瀬信子「改訂被服材料学」文化出版局，昭
和54年
１０）基準線は，両対数グラフ上では直線として表記されるが，
普通のグラフでは，曲線となる（図１－７９)。
】Ⅲ
巳
百分率(％)で被覆度を考える場合， 基準線に平行な直線11） 、
～
～'一(よ，次の関数，式で表わされる。
logｙ＝－loglOx＋logＰ従って，Ｐ＝10ｘｙ↑↑↑
（本/c､）（ｎm）被覆度(％）
lＵＦ
ｕ()．ｌ(】'2().3(140.5()唇６（１７().８().91(]
見かけの糸の太さ（''１m）
12）註５）参照 図１－７９普通グラフ上の基準線
9５アル・タール出土染織皮革遺物の研究
13）Ｏｇａｗａ＆Naruse，opcit，１９７６
しかし，硬軟度（flexibility）は考慮されていない。
14）IreneEmery，ＴﾉｉｅＰγｆｍｑ７Ｚ/Ｓｔγｍｃｍｒｅｓｏ／Fq6rjcs，（α〃nmstγqtedaqssi/icqtiio"）1966,ｐ76
15）太田英蔵，前掲論文199頁
16）IreneEmery，ｏｐ・Cit、1966,pp76-89
17）IreneEmery，ｏｐｃｉｔ、1966,ｐｐ､76-89
18）しかし，Emeryによれば（IreneEmery，ｏｐｃｉｔ.)，Tapestyの２つの原則が，ｔwill（斜文組織）に適用されモザ
イク文様が織り出されることがあり，これは，しばしばtwilltapestryと呼ばれplainweaveのものと区別されてぃ
るという。Ｅｍｅｒｙはその一例としてカシミアショール（kashimir‘shawls,） をあげているが,斜文組織でweft-faced
の経緯構成状態にある織物がアル・タール出土織物の中にもある。例えば､ 、－３洞窟出土Ｃ－０６－Ⅱ－ａ，Ｃ－０６
－Ⅱ－ｂなどの資料である。
19）ＴｈｅＥ鮒caf)ｑｔｊ０ｎａＺＤ剛ｒｑ－Ｅ卿γopos,Fin，Rep・mTextiles,bｙ RPfisterandLouisaBellinger，1945,ｐ､１６
木綿織物の中また他のものにも類似品はない。このこの木綿織物は経糸のみがすだれ状に残存している部分があり，20）
織物をどのように解釈するかは今後の課題となろう。
21）MalcalmARColledge，ＴﾉｉｅＡＴｉｏ／PqJmZ/γα，1976,ｐ､９９
西村兵部「インド・東南アジアの染織」美術出版社昭和46年
ＲＪ、Forbes，Ｓｍｄｊｅｓｉ〃Ａ"cZe"ｔＴｃｃﾉｶ"0/08ｾﾞﾉ，vol．Ⅳ，1964．ｐｐ､43-49
22）ＲＪ・Forbes，ｏｐｃｉｔ．に木綿についての文献が詳しく紹介されている。しかし，ヘロドトス，プリニウスなどのギリ
シア・ラテン史料はあげているが，１世紀後半に書かれたと考えられているエリュトゥラー海案内記についてはふれ
ﾄﾞから西方に木綿織物が輸出されていた記事が載っている（｢エリュていない。この史料には，イン トゥラー海案内記」
西方の人々にとっては，「羊毛を担う木」として，木綿は村川堅太郎訳，生活社，昭和21年)。これらの記事に従えば，
珍しがられていたようである。また最近，「パルミラ碑文」 に基づく当時の交易に関する歴史的背景の研究(小玉新次
郎「パルミラー隊商都市一」近藤出版社，1980）もすすんでいる。今後これらとの関連から，インドにかかわる木綿
の交易について，考察してみる必要があろう。また，そこでカラケネ国（メセネ）の存在がクローズ・アップされて
こよう。
タール遺跡出土の木綿織物の中には、 平織組織以外にＥ２－３洞窟!LH十 Ｃ－３５－５の資料のような斜文組織23）アル.
このように異なったものについてどう考えるかはこれからの課題である。のものがある。
24）今後はこれらの木綿織物における３つのグループごとに，経緯糸点についての標準偏差を出し，ばらつき方を比較す
あるいはこれらのデーターが正規分布を示すかどうかなど， 統計的にもつと詳細に調べる必要があろう。る，
今までに木綿の種の同定が試みられた例はあるが， その相違までは判定できて25）ドゥラ．エウロポス出土の木綿など，
も，何の種であるかを同定することは困難であるといわれる（Ｒ、Ｊ、Forbes，ｏｐｃｉｔ．及びRPfisterandLouisa
木綿の種の相違だけでもわかれば， 木綿織物が３つに分布した要因がそれとの関係かBellinger，ｏｐ・Cit.）。しかし，
ら明らかになろう。
最後にアル・タール遺跡，平織組織の織物を材質別，洞窟別にプロットしたグラフを掲載する。今後における諸氏研究
の参考になれば幸いである。
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